
男女共同参画社会の実現をめざして

自分らしく、いきいきと暮らせるまち“はむら”

はむら男女共同参画推進プラン
進ちょく状況調査報告書

平成23年度（2011年度）実績

平成25年3月

羽　　 村 　　市



１　目　 　的

２　調査対象

全庁

３　調査時期

平成24年4月～5月

４　調査項目　　全162事業（うち再掲事業13事業）

平成23年度実績、実績に対して特記すべきこと（評価、課題と改善点）、進ちょく状況

５　評価結果

進捗状況 事業数 割合(%)

完了 147 90.8%

進行中 0 0.0%

遅延 0 0.0%

計画事業なし 0 0.0%

平成23年度予定事業なし 2 1.2%

再掲事業 13 8.0%

合計 162 100.0%

進　ちょく　状　況　調　査　概　要

「はむら男女共同参画推進プラン」に掲げた実施計画の各事業について、進ちょく状況を明らかにするため、
平成23年度実績を基に評価を行ったものである。
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅰ　女性の「性」と人権の尊重

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

Ｂ

(H21)

②広報啓発活動による
意識啓発

女性に対する暴力の予防と早期発見に向け
て、情報誌ウィーブやパンフレット等を通じて
広く市民に意識啓発を行う。

継続 A 企画課

内閣府の「女性に対する暴力をなくす運動」
（11/12～11/25）に併せて、子育て支援課と
共に11/13に羽村・小作両駅においてデート
DV防止啓発PRティッシュ配布キャンペーン
を実施（配布数1,000個）。また、情報誌
『ウィーブ羽村』にて、悩みごと相談及び
デートDVに関する記事を掲載（22号・23号）

DV防止に関する広報啓発活
動により、DVの予防や早期
発見に向けた支援ができた。

女性に対する暴力は重大な
人権侵害であることを広く周
知するために、引き続き実施
していく。

進行中

③ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ
被害者の支援

東京都や関係機関等との連携を深めながら、
被害者の保護と自立に必要な支援を行う。

継続 Ａ 子育て支援課 相談実件数:90件　　　相談延件数:116件
さまざまな相談に対し、適切
な情報提供や指導により支
援した。

・被害者の個人情報を保護し
ながら他部署と連携し、被害
者の二次被害を防止するよう
努める。　　・相談員不在時に
も対応できるよう相談窓口の
充実を今後も図っていく必要
ある。

進行中

④ストーカー行為等の
被害者の支援

ドメスティック・バイオレンスやストーカー行為
等の被害者を支援するため、住民基本台帳
の写しの交付や閲覧の制限、戸籍の附票の
交付の制限を行う。 継続 Ａ 市民課

母子自立支援員や関係機関と連携を図りな
がら、住民基本台帳の写しや戸籍の附票の
交付の制限、閲覧台帳からの削除など、被
害者支援を行った。H20年度件数：31件（前
年度からの継続14件、新規17件、年度内の
終了9件）

迅速かつ適正な事務処理を
行うことができた。

引き続き各関係機関との連
携を強化しつつ、迅速に対
応していく。

進行中

①学校におけるｾｸｼｭ
ｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止研修
等の実施

教員と児童生徒との間、及び児童生徒同士
のセクシュアル・ハラスメントを未然に防ぐため
に教員に対して研修等を行う。 継続 Ａ 指導室

・５月第1回校長研修会で実施
・６月及び１１月校長会で服務事故防止月間
の指導を行った。

継続的に研修等を行ってき
たので、校長をはじめ、教職
員の意識は高くなったものと
思われる。

継続することが大切で、今後
も計画的に実施する。 進行中

②あらゆる場における
ｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止
に向けた取り組み

あらゆる場におけるセクシュアル・ハラスメント
の防止に努めるため、情報誌ウィーブを活用
して防止に向けた意識啓発を行う。

新規 Ａ 企画課
情報誌『ウィーブ羽村』において、女性悩み
ごと相談に関する記事を掲載し、防止啓発
広報を実施した。（22号・23号）

広く周知されるように、全世帯
に配布される情報誌『ウィー
ブ羽村』を活用し、防止啓発
広報活動を実施できた。

広報活動は継続していく必
要があるため、引き続き実施
していく。

進行中

(2)セクシュアル・
ハラスメントの防
止 に 向 け た 取 り
組み

１　女性
に対する
あらゆる
暴力の撤
廃

企画課

実績に対して特記すべきこと

(1)ドメスティック・
バイオレンスの防
止 に 向 け た 取 り
組み

①実態調査の実施 配偶者等からの暴力の実態調査を行い、的
確な施策を実施する上での基礎資料とすると
ともに、問題意識を高める。

継続

進ちょく
状　況

完了

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
実施
状況

担当課 H23年度実績

「はむら男女共同参画推進プラン」
体系上の基本課題

　
　≪継続≫　前期計画期間から継続して実施する事業
　≪充実≫　前期計画期間から継続して実施する事業で、
　　　　　　　　新たな内容を加えるなど発展性を持たせた事業
　≪新規≫　本計画の期間中に新たに実施及び検討する事業

　
　A：この計画の中でも継続及び充実して実施する事業
　B：おおむね3年以内、H21（2009）年度までの実施をめざす事業

　　　はむら男女共同参画推進プラン　後期実施計画
　（平成19年度～23年度）に掲載された内容です。

平成23年度に行った事業実績に対する担当課の評価を記載

今後の課題と改善点及び見通しについてを記載

平成23年度に行った事業実績について記載

　平成23年度の進ちょく状況を下記の区分により掲載

　進行中：計画通り進行している事業

　完了：計画通り事業が完了した事業

　遅延：計画から遅延している事業

　計画事業なし：計画事業がなかった事業

　斜線：再掲事業
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅰ　女性の「性」と人権の尊重

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

①実態調査の実施 配偶者等からの暴力の実態調査を行い、的
確な施策を実施する上での基礎資料とすると
ともに、問題意識を高める。

継続

Ｂ
(H21)

企画課

平成22年度の市政世論調査の
結果を参考に、男女共同参画週
間や女性に対する暴力をなくす
運動の期間にあわせ、意識啓発
に努めた。

ＤＶなどは、デリケートな問題
で、被害者にとっては、実情
を話しづらいことでもあり、実
情を把握するのは難しいとこ
ろもあるため、次期の市政世
論調査においては、ＤＶ等の
実態及び意識調査を実施し
ていく。

完了

②広報啓発活動による
意識啓発

女性に対する暴力の予防と早期発見に向け
て、情報誌ウィーブやパンフレット等を通じて
広く市民に意識啓発を行う。 継続 A 企画課

広報はむら11月1日号にて、女性悩みごと
相談及びDV・デートDVに関する記事を掲
載した。

女性悩みごと相談には、広報は
むらの記事を見て相談に来られ
た方も多く、DVの予防や早期発
見に向けた意識啓発につながっ
た。

女性に対する暴力は、女性
に対する差別意識に根ざす
重大な人権侵害であることの
視点に立って広く周知し、予
防・早期発見に努めていく。

完了

③ドメスティック・バイオ
レンス被害者の支援

東京都や関係機関等との連携を深めながら、
被害者の保護と自立に必要な支援を行う。

継続 Ａ 子育て支援課

相談実件数：70件　相談延件数：87件 さまざまな相談に対し、適時適
切な情報提供や指導・助言によ
り被害者等を支援した。

・被害者の個人情報を保護し
つつ、他部署と連携し、被害
者の2次被害を防止するよう
努めていく。
・庁内の共通理解を深め、相
談員不在時の対応について
改善していく。

完了

④ストーカー行為等の
被害者の支援

ドメスティック・バイオレンスやストーカー行為
等の被害者を支援するため、住民基本台帳
の写しの交付や閲覧の制限、戸籍の附票の
交付の制限を行う。

継続 Ａ 市民課

母子自立支援員や関係機関と連携を図りな
がら、住民基本台帳の写しや戸籍の附票の
交付の制限、閲覧台帳からの削除など、被
害者支援を行った。平成23年度件数：38件
（平成22年度からの継続20件、新規18件）

迅速かつ適正な事務処理を
行った。

引き続き関係機関との連携を
強化しつつ、迅速に対応して
いく。 完了

① 学 校 に お け る セ ク
シュアル・ハラスメント
防止研修等の実施

教員と児童生徒との間、及び児童生徒同士
のセクシュアル・ハラスメントを未然に防ぐため
に教員に対して研修等を行う。 継続 Ａ 指導室

5月の校長会で指導・助言を行うとともに、7
月及び12月の校長会で服務事故防止月間
に合わせ、指導・助言を行った。

継続的な指導を行ってきている
ため、児童・生徒等からセクシュ
アル・ハラスメントに関する相談
は、学校・教育委員会ともに受け
ていない。

指導・助言は継続していくこ
とで効果が表れるので、引き
続き適切に実施していく。 完了

②あらゆる場における
セクシュアル・ハラスメ
ント防止に向けた取り
組み

あらゆる場におけるセクシュアル・ハラスメント
の防止に努めるため、情報誌ウィーブを活用
して防止に向けた意識啓発を行う。 新規 Ａ 企画課

広報はむら11月1日号において、配偶者な
どからの暴力、性犯罪、売買春、セクシュア
ル・ハラスメント、ストーカー行為などに関す
る記事を掲載し、防止啓発広報を実施し
た。

広報はむらを活用し、防止啓発
広報活動を実施した。

広報活動は継続していくこと
で効果があがるため、広報紙
及びホームページでの啓発
を引き続き実施していく。

完了

(3)相談業務の充
実と関係機関等
との連携

①「女性悩みごと相談」
の実施

女性の不安や悩みの相談に適切に対応でき
る専門相談を相談者のプライバシー保護に配
慮して福生市と共同実施する。

継続 Ａ 広報広聴課

市民相談の一つとして事業運営を行った。
羽村市：第１・3・5水曜日
相談件数　57件（うち福生市民10件）
福生市：第2・4水曜日
相談件数　53件（うち羽村市民0件）

羽村市民が福生市へ、福生市
民が羽村市へ相談に行くなど、
相互利用によるプライバシー面・
財政面でのメリットがあり、これま
での予約及び相談実績をみて
も、両市の連携による広域相談
事業の展開により、悩みを抱え
る女性への支援の充実が図られ
た。

羽村市と福生市との共同事
業として、今後も緊密に連携
して事業を実施していく。

完了

③相談体制の充実と
関係機関との連携

市が実施している人権擁護委員による相談な
ど、各相談窓口相互の連携や東京都女性相
談センターとの連携を図る。

充実 Ａ

広報広聴課

子育て支援課

企画課

人権擁護委員による人権身の上相談や法
律相談、また、母子自立支援員（婦人相談
員）を通じての助言・支援等の相談事業を
実施するとともに、東京都女性相談センター
等と連携し、必要な相談窓口へつなげた。

必要な相談体制を維持するとと
もに、相談者が抱える問題を解
決するための支援を行った。

引続き「人権身の上相談」を
実施するとともに、今後も関
係機関との連携を強化しなが
ら相談体制の充実を図る。 完了

引き続き子育て相談に携わ
る職員向けに研修を実施し
ていく。

子育て支援担当者研修会を年2回実施し
た。
＊6月16日（木）　38人参加
＊12月13日（火）　33人参加

進ちょく
状　況

完了

実績に対して特記すべきこと

児童館や保育園等相談事業に
携わる職員向けに意識啓発を行
い、子育て支援の充実を図っ
た。

②相談業務担当者等
の意識啓発の推進

市が実施している相談事業担当者や窓口職
員等の関係職員へ意識啓発を行うため、職
場における研修等を充実する。

１　女性
に対する
あらゆる
暴力の撤
廃

(2)セクシュアル・
ハラスメントの防
止 に 向 け た 取 り
組み

(1)ドメスティック・
バイオレンスの防
止 に 向 け た 取 り
組み

実施状況 担当課 H23年度実績

継続

企画課

子育て支援課

全庁

Ａ

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅰ　女性の「性」と人権の尊重

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

実績に対して特記すべきこと
実施状況 担当課 H23年度実績

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容

④緊急一時保護事業
の連携強化

夫などからの暴力に対応した具体的な保護
措置について、東京都や関係者との連携を
強化していく。 継続 Ａ 子育て支援課

東京都と連携し、緊急一時保護を実施する
とともに、継続して被害者の安全を確保する
ために転出先の関係機関とも連携した。
緊急一時保護（DV)1件　（居所なし）０件

配偶者等からの暴力を受けた母
子や女性の保護を実施した。

DV被害者の緊急一時保護
については、関係機関との支
援体制の充実を図るととも
に、引き続き安全の確保に努
めていく。

完了

⑤子どもの虐待防止に
向けた支援

児童虐待及び非行・不登校等の問題に対応
するため、要保護児童対策地域協議会にお
いて検討を行うとともに、「児童虐待防止マ
ニュアル」の見直し等を行う。

継続 Ａ

子育て支援課
（子ども家庭支援センター）

指導室

健康課

①要保護児童対策地域協議会の開催
代表者会議：年1回、実務者会議：年3回
個別ケース検討会議：17回
②児童虐待防止講演会：7月27日開催「地
域のきずなが防ぐ児童虐待～子どもの幸せ
のためにできること」 136人 参加
③児童虐待防止研修セットを各校へ配布
し、研修を実施した。

要保護児童対策地域協議会を
適宜開催し、虐待や不登校等の
問題を抱える家庭に対し適切な
対応を図った。
また、児童虐待防止を目的とし
た講演会を実施し、市民や関係
者への知識の啓発を図った。
学校では、子ども家庭支援セン
ター等との連携を緊密に図りな
がら、虐待を受けている恐れの
ある児童・生徒に対して迅速な
対応を行った。

研修会等を継続し、適切に
対応できるよう、子ども家庭
支援センターを中心に関係
機関との連携をさらに強化し
ていく。

完了

⑥高齢者虐待防止に
向けた支援

高齢者虐待防止法に基づく高齢者等の保護
に対する支援のため、関係機関との連携を強
化する。

継続 Ａ 高齢福祉介護課

①高齢者虐待防止連絡会議の開催　1回
②介護サービス事業者対象研修の開催　1
回

関係機関に地域包括支援セン
ターの取組みを伝えるとともに、
意見交換・情報交換を行った。
研修においては、高齢者虐待や
その支援について理解を深めて
もらうよう努めた。

引き続き高齢者虐待防止連
絡会議を開催し、連携強化
に努めていく。
また、介護サービス事業者に
は、訪問時のパンフレット周
知などで虐待の早期発見に
向けたPRを行っていく。

完了

①「羽村市職員のため
の男女共同参画表現
ガイドライン」の周知

平成17年度に作成したガイドラインを市職員
に周知徹底するとともに、必要に応じて改訂
についての検討を行う。 継続 Ａ 企画課

平成17年度に羽村市男女共同参画推進員
連絡会が作成したガイドラインの概要版によ
る周知を庁内に行った。

男女共同参画の視点に立った、
性別による差のない表現とする
ようにガイドラインを通じて周知し
た。

男女共同参画の視点を考慮
した刊行物を作成するよう、
ガイドラインの周知徹底に努
めていく。

完了

(2)メディア・リテラ
シーの向上

①メディアを活用できる
能力の育成

情報を主体的に収集・判断等できる能力の育
成を目指して、パソコン講座の実施や情報誌
ウィーブ等による啓発活動を行う。 継続 Ａ

生涯学習センターゆとろぎ

企画課

産業活性化推進室

平成20年度までパソコン教室を実施してい
たが、平成21年度より実施主体をゆとろぎ講
座から独立したパソコン仲間による社会教
育団体に移行し、パソコンの扱い方や操作
方法を学ぶ機会を提供している。

実施主体を社会教育関係団体
に移行したが、毎年継続して行
われることで、多く利用されてい
る。

今後も社会教育関係団体の
自主事業として、より実践的
な講座になるよう働きかけて
いく。

完了

②情報教育の充実 学校における情報教育を促進し、情報を活用
する能力を高めるとともに、主体的に情報を
取捨選択できる能力を育てる。

充実 Ａ 指導室

学習指導要領に基づき、小学校では主に総
合的な学習の時間で、中学校では主に技
術・家庭の時間で行った。
情報モラル教育の推進として、生活指導担
当者に研修を行った。

情報モラル教育やサイバー犯罪
未然防止のための研修を通し、
情報モラルの観点から男女平等
につながる人権配慮、誹謗・中
傷などの問題行動を未然に防ぐ
予防的指導を行った。

個人情報の公開やネット上の
トラブルなど情報教育の継続
的指導や意識の啓発を効果
的に行っていく必要がある。 完了

企画課

全庁

情報モラルの更なる向上を
図るため、継続的に指導・啓
発していく。

男女共同参画の視点を考慮
した刊行物を作成するよう、
男女共同参画週間などの時
期を捉え、ガイドラインの周
知に努めていく。

指導室

企画課
Ａ

２ メ デ ィ
アにおけ
る女性の
人権の尊
重

完了

完了

学習指導要領に基づき、小学校では主に総
合的な学習の時間及び道徳の時間で、中
学校では主に技術・家庭及び道徳の時間で
行った。
また、保護者への啓発は、保護者会等を通
じて警察署と連携し、セーフティ教室を実施
した。

他人の個人情報の公開、誹謗・
中傷等の事案が発生した場合、
適切に指導することができた。
また、児童・生徒に情報モラルが
育ってきている。

平成20年度に刊行物の点検を
行ったが、定期的な点検が必要
である。

平成23年度は、行っていない。

③家庭における情報モ
ラルの向上

情報モラルを身につけ、必要な情報を取捨選
択し、家庭においてインターネットなどの情報
を上手に活用できるよう、広報紙やパンフレッ
ト等を通じて働きかける。 新規

(1)ジェンダーの
視点に立った表
現の適正化

②「羽村市職員のため
の男女共同参画表現
ガイドライン」に基づく
点検

市が発行する広報紙やチラシ、ポスター、パ
ンフレット等で、性差別を助長するような表現
をしないように、ガイドラインに従って点検を行
う。

Ａ遅延
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅰ　女性の「性」と人権の尊重

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

実績に対して特記すべきこと
実施状況 担当課 H23年度実績

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容

①風俗関連営業の看
板やチラシの撤去

「羽村市捨て看板防止条例」に基づき、捨て
看板等を撤去する。

継続 Ａ
土木課

児童青少年課

①捨て看板防止・除却推進員（ボランティ
ア）、職員、シルバー人材センターへの委託
により、捨て看板等の除去を実施した。
捨て看板等除却枚数：4,463枚
②青少年育成委員による不健全図書パト
ロール（6月・11月）の際に、実施場所付近の
捨て看板撤去を行った。また、各7班が週1
回交代で行う市内パトロールの際にも捨て
看板の撤去を行った。

①条例施行後、継続的に実施し
ていることから、看板広告主に対
して大きな抑止効果が働いてお
り、事業開始時と比較し、設置枚
数（除却枚数）が大きく減少して
いる。
②羽村市捨て看板防止条例に
基づき、青少年育成委員が捨て
看板防止・除去推進員として協
力いただき、地域の環境浄化や
青少年への悪影響を防止するこ
とにつなげた。

①捨て看板等を除却したに
も拘らず再度設置する者が
いるため、継続的な事業の推
進が必要である。そのために
は、警察署をはじめとする関
係機関との連携を図りなが
ら、推進員の協力のもと、引
き続き事業を実施していく必
要がある。
②捨て看板等の除去につい
て引き続き実施していく。ま
た、今後も青少年育成委員
に羽村市捨て看板防止推進
員として協力いただき、青少
年の非行防止や環境浄化を
実施していく必要がある。

完了

②事業者への不健全
図書やビデオ撤去の
要請

青少年が手軽に手にすることのないよう、関
係者への要請を行う。

継続 Ａ 児童青少年課

福生警察署に同行を依頼し、青少年育成委
員による不健全図書パトロール（6月・11月）
を実施し、必要に応じて、改善協力を促し
た。また、青少年育成委員会から12人を東
京都青少年健全育成協力員として推薦し、
都条例に基づく不健全図書（指定図書）の
調査活動を行った。

関係者の要請により、青少年が
手軽に不健全図書を手にするこ
とができない環境づくりを推進し
た。

今後も継続して取り組んでい
く。

完了

①生涯を通じた健康の
保持増進のための支
援

思春期や更年期等ライフステージに応じて情
報提供を行うとともに、心の悩みも含めた相談
機能を充実させ、男女の生涯にわたる健康管
理を支援する。

継続 Ａ 健康課

骨粗しょう症予防検診の受診者15７人に乳
がんの自己検診法の実習と女性の健康づく
りについてのリーフレットを配布し、情報提
供を行った。
「はむら健康の日」に「がん予防」の一環とし
て乳がん触診模型を使った自己検診法の
コーナーを設置し、普及啓発に努めた。生
活習慣病予防の知識の普及啓発を目的とし
て、健康料理講習会を5回（参加者延べ76
人）、地域依頼の健康教育7回（参加者延べ
228人）、男のメタボ予防教室2コース（参加
者延べ49人）、スポーツ振興課との共催で
健康フォーラム（参加者86人）を実施した。
こころの健康づくりを目的として、健康セミ
ナー「うつ病と新型うつについて」（2回、参
加者103人）を実施した。

乳がんの自己検診は、女性特有
がんの早期発見の必要性につ
いて理解していただく契機となっ
た。
健康料理講習会などの健康教
育は、男女を問わず、生活習慣
病予防のための食生活改善や
運動改善について普及啓発が
図れた。

引き続き、健康教育や検診
の機会を通して、生活習慣
病予防に関する健康づくりの
情報を提供していく。
健康教育や健康相談など特
定の方の利用が多いため、
保健センター以外の場所で
も今後も広く情報提供してい
く。 完了

健康課

胃・呼吸器検診を、公平に受診できるよう、
はがきでの受付に変更した。
女性特有がん検診の対象者に、「女性の健
康手帳」を送付し、検診を受診する大切さや
女性の健康づくりの必要性について、普及
啓発を行った。
各がん検診の精密検診の対象者に対し、通
知を送付し、再度、受診が必要であることを
伝え、受診勧奨を促した。
また、肝炎ウイルス検診の受診勧奨通知
に、受診可能な検診や健康相談など、市の
保健サービスについての情報を掲載し、情
報提供を行った。

女性特有がん検診については、
検診のクーポンを送付し、未受
診者へは再勧奨を促したことに
より、受診率が一般の検診より高
くなり、意識を高めることにつな
げた。

完了

３　生涯
を通じた
女性の健
康支援

引き続き、市民が検診を利用
したいと思えるような体制を
検討していく。
検診後、未受診である方へ
の受診勧奨はさらに継続して
行っていく。

継続 Ａ

(1)生涯を通じた
健康の保持増進

②健診体制の充実強
化と事後指導による支
援

各種健診を受診しやすい体制づくりに努める
とともに、事後指導の中で、男女がともに、自
己の健康を適切に管理・改善するための教育
を推進する。

(3)地域の環境浄
化に関する取り組
みの推進
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅰ　女性の「性」と人権の尊重

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

実績に対して特記すべきこと
実施状況 担当課 H23年度実績

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容

①女性のための健康
づくり講座等の実施

女性に特有な疾患についての正しい知識を
持ち、心身が良好に過ごせるよう保健師、栄
養士による講座を実施する。

継続 Ａ 健康課

骨粗しょう症予防検診の受診者157人に、骨
粗しょう症予防、乳がん予防の健康教育、女
性の健康づくりについてのリーフレットを配
布し、情報提供を行った。
「はむら健康の日」に「がん予防」の一環とし
て乳がん触診模型を使った自己検診法の
コーナーを設置し、普及啓発に努めた。

食事や運動などの骨粗しょう症
を予防するための生活習慣につ
いて、普及啓発を行った。
乳がんの自己検診法について
は、女性特有のがんの早期発見
の必要性を周知した。

今後も健康教育や相談の機
会を利用して普及啓発に努
める。
20～30代の若い世代の参加
が少ないため、開催方法な
ど、工夫が必要である。

完了

②男性向けの啓発資
料の提供

母体保護に関する男性の理解促進のため、
母子手帳の交付時に、「父親ハンドブック」を
配付する。 継続 Ａ 健康課

母子健康手帳交付時に「父親ハンドブック」
を463人に配布するとともに、両親学級の際
に、「父親ハンドブック」の紹介を行った。

乳幼児健診の付き添いや母親
学級の受講者にも父親の参加
者が少しずつ増えてきており、
父親の育児参加に対する意識
が向上してきている。

今後も継続して普及啓発に
努める。

完了

③母親学級・両親学級
への参加促進

母親だけでなく、父親や家族が参加しやすい
ように開催し、実践にも役立つような内容で基
礎知識の習得を図る。

継続 Ａ 健康課

両親学級は父親が参加しやすいように日曜
日の開催とし、『ミルクの作り方』『おふろの
入れ方』などの実習を行った。参加者は延
べ124人で両親での参加が多かった。
母親学級については延べ148人の参加があ
り、少数ではあるが、両親での受講者がみら
れた。

育児知識の習得ができ、子ども
が産まれてから育児を積極的に
行いたいという父親の意見が聞
かれたため、参加者にとっては、
両親が協力して育児をする動機
付けとなった。

今後も多くの方に参加しても
らえるよう周知を図る。

完了

④新生児訪問の実施 新生児訪問時に家族計画等に関わる指導助
言を行う。

継続 Ａ 健康課

保健師や助産師による家庭訪問を256件
行った。母親の体調や精神面の状況の相
談に応じ、母体の健康管理について助言を
行った。

母親と直接会うことにより、心身
の状況を確認しながら支援を
行った。

家族計画に関してだけでな
く、母親の母体保護の観点
から、健康状態全般に着目し
た支援を行っていく。

完了

①健康教育の推進 児童生徒が健康の大切さを認識し、自己の健
康を管理する資質や能力の基礎を培い、実
践力を育成するため、健康教育の推進を図
る。

継続 Ａ 指導室

各学校は体育・健康に関する全体計画及び
年間指導計画を学習指導要領に基づき作
成し、健康教育を実施した。

計画どおり実施した。 体育・健康に関する全体計
画及び年間指導計画につい
て指導・助言を行い、健康教
育を推進していく。

完了

②適切な性教育の推
進

心のつながりや命の尊厳を重視し、発達段階
に応じた適切な性教育を実施する。

継続 Ａ 指導室

学習指導要領に基づき、各学年に定められ
た性教育を実施した。
また、適切な性教育を実施するために、6月
の校長会等で指導・助言をした。

計画どおり実施した。 学習指導要領を逸脱しない
性教育とするために、毎年校
長会等を通じて指導してい
く。

完了

(3)学校における
健康教育等の推
進

(2)母体保護に関
する取り組みの推
進
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅱ　男女平等観に立った生涯学習の推進

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

１　家庭
における
男女平等
意識の啓
発

①幼い子を持つ親の
ための市民講座の実
施

市民講座の中で、幼い子を持つ親のために
子育てをテーマにした講座を実施する際に、
男女共同参画の視点を盛り込む。

継続 Ａ 生涯学習センターゆとろぎ

家庭において、男女の分け隔てなく子育てに
参加できるよう、父親を対象に、子どもとどのよ
うに関わっていけばよいか等の疑問や不安を
解消する事や、子どもとどのように遊んだらよ
いのか等のノウハウを学べる講座を実施した。
-子育てパパいらっしゃい-
開催日　平成24年2月5日、19日
参加数　13家族

疑問や不安を感じていた父
親に、自分のできることを積
極的に行っていく気持ちを育
む事につながった。

日程的に風邪が流行する時
期であったため、今後は時期
を早めるなどの対応を図る。
参加者同士で交流できる時
間をさらに増やしていく。 完了

②家庭の教育力を向
上させるための情報提
供の推進

家庭教育の参考となる男女共同参画の視点
に立った資料提供を行うとともに、親の「教育
力」と「指導力」の向上を目指した家庭教育セ
ミナーを開催する。

継続 Ａ 生涯学習課

＜家庭教育セミナーの実施＞
実施件数…3件（3中学校区10校PTA）
①羽村第三中学校校区　平成23年10月14日
②羽村第二中学校校区　平成23年11月26日
③羽村第一中学校校区　平成23年12月10日
参加者数…261人（①…109人、②…100人、
③…52人）
内容…「親のあり方」「宇宙ってなんだろう」「手
作り学校コンサート」など、「父親」「母親」にとら
われない「家庭教育のあり方」についての研修
会を実施した。

今回、初めて全10校で開催
することができた。
内容については、家庭での
教育・指導について、母親・
父親の役割を十分認識でき
る有意義なセミナーを実施し
た。

男女共同参画の視点に立っ
た、親の教育力と指導力の
向上が目指せるようなテーマ
設定について、引き続き各
PTAに働き掛けを行う。

完了

③図書資料の収集及
び提供

男女共同参画の視点に立った家庭教育資料
を収集し、提供する。

継続 Ａ 図書館

男女平等に立った資料選定を行った。
一般書購入数　5,399冊
男女平等関連特化図書購入　36冊

男女平等観に立った資料の
選定・提供を行った。

今後も継続して、男女平等観
に立った資料を収集し、展示
などのPRを行い利用の促進
に努めていく。

完了

④ブックスタート事業等
の充実

ブックスタート事業や図書館の子育て支援図
書コーナーを充実するとともに、乳幼児をもつ
親に絵本の情報を提供する際には男女平等
観に立った選書を行う。

継続 Ａ

健康課

図書館

①3～4か月児健診の際に絵本と図書館の読
み聞かせの資料を受診者465人に配布した。
②ブックスタート事業の実績
実施回数・12回　参加人数83組
子育て支援図書コーナー用図書購入
292冊
子育て支援図書コーナー用図書所蔵冊数
3,591冊

①保護者に絵本に興味を
持ってもらうきっかけづくりを
行った。
（選書については図書館）
②保健センターで実施してい
るブックスタートの際の読み
聞かせや、月齢に適した絵
本の配布と紹介を行い、ここ
ろの発達と親子の交流に役
立てることにつなげた。
また、図書館の赤ちゃん絵本
コーナーや子育て支援コー
ナーの利用が増加している。

①効果的なブックスタート事
業となるよう今後も検討して
いく。
②ブックスタート事業につい
ては、より多くの参加を求め
るため、検討を重ねる必要が
ある。
子育て支援図書コーナー新
設時には、既存図書も利用し
たため、古くなった分野につ
いては、買い換えを行いなが
ら資料の充実を図っていく。

完了

⑤情報誌ウィーブによ
る意識啓発

一人ひとりが互いを尊重し協力し合える人間
関係の形成と男女共同参画の視点に立った
家庭教育の重要性について、情報誌ウィーブ
で啓発を図る。 新規 Ａ 企画課

子育てママの被災地支援体験談をテーマに、
広報はむら平成24年3月15日号に掲載した。
母親のボランティア活動には、子育てへの父
親の支援が不可欠であり、体験者の想いを伝
えることで、男女共同参画の意識啓発に取り
組んだ。

男女共同参画社会の実現に
は、市民一人ひとりが男女共
同参画の視点を持つことが
不可欠であるため、継続した
広報活動が必要である。

広報はむらの特集記事
「Weave」などを活用し、継続
した広報活動を行うために、
情報収集に努めていく。 完了

(2)男性の家庭生
活への参加促進
と自立支援

①男の料理教室の実
施

男性を対象に、男女共同参画の意識づくりと
生活技術の習得を図るため、健康面から考え
る料理教室を実施する。

継続 Ａ 健康課

男性の料理講習会を開催し、調理実習延べ
24人（2回）、運動14人（1回）の参加があった。

調理体験を通して、今後も自
宅で継続してやりたいという
声も聴かれ、男性が調理を
日常生活の中で行う動機付
けにつながった。

平日のため参加ができないと
の意見もあるため、開催日を
今後検討していく。

完了

②一日生活教室の実
施

より多くの男性の参加を促し、生活技術の習
得をめざした講座・教室等を開催する。

継続 Ａ
生活環境課
（消費生活センター）

一日生活教室の実施
（「これが親父の料理だ！」～お寿司に挑戦
～）
参加人数　14人

参加者には好評であったが、
もう少し多くの参加者を集め
たほうがよい。

広報等によるPRを増やすこと
により、さらに多くの参加者を
募る必要がある。 完了

進ちょく
状　況

担当課 H23年度実績
実績に対して特記すべきこと

(1)家庭教育にお
ける男女平等の
推進

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
実施
状況
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅱ　男女平等観に立った生涯学習の推進

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

担当課 H23年度実績
実績に対して特記すべきこと施策の

方向性
施　策 事　業　名 事　業　の　内　容

実施
状況

２　学校
等におけ
る男女平
等教育の
推進

(1)保育士・教員
の意識啓発

①男女平等教育を推
進するための研修等の
実施

男女平等の視点に立った指導の必要性につ
いて、意識啓発を図るための研修等を実施す
る。

継続 Ａ

保育課

職員課

指導室

①保育士においては、行事プログラムやお便
りの作成等を含め、保育業務全般を通じ、
日々、男女平等の意識を持ちながら、また、職
員（保育士）間で共通認識を持ちながら、日常
的に意識啓発を図っている。
②市町村職員研修所で実施される「男女共同
参画社会形成研修」に派遣した。
職員4人（平成22年度：4人）
③男女平等教育の推進について、5月の校長
会で指導・助言を行った。

①男女共同参画社会の実現
に向け、男女観の意識改革
について考えるとともに、男
女共生についての知識習得
と実践能力の向上が図られ
た。
②男女共同参画社会の実現
に向け、男女共生について
の知識習得と実践能力の向
上が図られた。
③例年5月の校長会で指導・
助言を行ってきており、継続
的な指導ができている。

①継続的な取組みが重要で
あり、研修への派遣や日常業
務を通じての意識啓発を、今
後とも継続的に実施してい
く。
②男女平等教育の研修は、
継続的に進めることが重要で
ある。今後も継続的に研修所
への派遣を計画していく。
③男女差別について、意図
的・計画的に研修や意識啓
発を実施していく。

完了

(2)教育内容等に
おける男女平等
の推進

①男女平等に関する
教育の充実

教育活動全般で、「人権教育プログラム（学校
教育編）」を活用し、男女の相互理解と協力の
重要性等を認識した男女平等教育を実施す
る。

継続 Ａ 指導室

人権教育年間指導計画に位置付け、主に道
徳の時間で小学校第5学年・第6学年及び中
学校全学年で実施した。

小学校低学年から特別活動
等において、男女平等教育
の視点に立った指導を行っ
た。

発達段階に応じた指導が大
切であることから、毎年指導
内容について改善を図って
いく。

完了

②人権尊重の視点に
立った教育活動の推
進

人権教育推進委員会において、計画的に人
権教育を推進するために、人権教育全体計
画及び年間指導計画を作成する。

継続 Ａ 指導室

各学校では、人権教育全体計画及び年間指
導計画を作成した。

人権教育推進委員会の委員
を中心に実践結果に基づき
改善を図った。

人権教育の推進及び向上を
図るため、各小・中学校に指
導・助言を行っていく。 完了

③進路指導の実施 個人の能力・適性・進路希望等に応じた進路
指導を実施するとともに、職場体験等を通し
て、主体的に進路を選択する能力・態度を身
に付ける。 継続 Ａ 指導室

羽村市立全中学校において、5日間の職場体
験学習を実施した。
協力事業所数　述べ215（市内3校合計）

羽村市小中一貫教育基本計
画に基づき、人間学（キャリア
教育）として5日間の職場体
験を行い、男女共同参画社
会の意義や仕事と生活の調
和（ワーク・ライフ・バランス）
の必要性を指導した。

平成23年度より、羽村市では
小中一貫教育を推進してお
り、カリキュラムについての検
証及び改善を図っていく。 完了

④学校図書館教育の
充実

学校図書館巡回司書の配置など学校図書館
の整備充実を図る中で、男女平等に関する
図書資料の充実を図る。 継続 Ａ 指導室

学校図書館巡回司書は、週当たり4時間×2
回を配置した。
学校図書館教育の充実は図ったが、特に男
女平等に関する本の増加となる基準は設けな
かった。

男女平等に関する図書の選
択について明確な基準は設
けず、各学校が男女平等の
視点に立って図書の選定を
行った。

男女平等教育について、引
き続き推進していく。

完了

⑤男女平等の視点に
立った教科書の選定

教科用図書を選定する際に、教科用図書の
記述や挿絵について、男女平等の視点を取り
入れて選定する。

継続 Ａ 指導室

平成24年度用教科用図書の選定に当たって
は、「男女平等の視点」を調査項目に入れて
実施した。

男女平等の視点に立った教
科用図書の選定を行った。

今後の教科用図書選定も同
様の調査項目を立てて推進
していく。 完了

⑥保護者が参加する
行事への配慮

市立小中学校・市立保育園が行う行事につ
いては、曜日・時間の設定を工夫し、保護者
が参加しやすい環境づくりに努めるとともに、
特に父親の参加を促す。

継続 Ａ

指導室

保育課

①全小・中学校とも運動会、学芸発表会等を
土曜日に実施した。また、授業公開等は、土
曜日、日曜日も公開することができた。
②保護者の参加行事は、保護者が参加しや
すいように可能な限り土曜日に設定した。ま
た、父親の参加を案内通知や口頭で促すとと
もに、運動会プログラムには男性が参加しや
すい種目を取り入れた。

①土曜日等だけでなく、平日
も授業公開等を設け、保護
者の参加しやすい環境づくり
に努めた。
②保育園の行事は、参加す
る家庭がほとんどであり、父
親参加率も高かった。

①今後も保護者が参加しや
すい環境づくりに努めてい
く。
②ひとり親家庭の増加によ
り、両親が平等に参加するよ
うに強く勧められない状況も
あるが、今後もそれらの家庭
に配慮しながら男女平等の
視点に立った取組みを進め
ていく。

完了
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅱ　男女平等観に立った生涯学習の推進

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

担当課 H23年度実績
実績に対して特記すべきこと施策の

方向性
施　策 事　業　名 事　業　の　内　容

実施
状況

①市立保育園におけ
る食育への意識啓発

保育園運営の中で、保護者に対して、食に関
する意識の啓発を行う。

新規 Ａ 保育課

園だより・給食だよりに簡単なレシピや食に関
する記事を掲載し、食の大切さを伝えた。ま
た、各園において保護者の保育参加の際、給
食の検食を通じて食の大切さを伝えた。

保育参加では、父親の参加
が少なかった。

父親の参加が、全体に占め
る割合としてまだ少ないた
め、引き続き参加を促してい
く。

完了

②学校における食育の
推進

一人ひとりが健全な食生活を実現するための
能力を養成する観点からの食育を推進する。

新規 Ａ 指導室

食育に関する全体計画及び年間指導計画を
策定し、それに基づいて実施した。また、教育
課題研修会では、食育に関する指導の研修
会を1回実施した。

学校教育における食育の支
援を行った。

今後も学校教育における食
育支援に取り組んでいく。

完了

①男女平等に関する
研修事業への参加費
補助

日本女性会議や国立女性教育会館主催の
研修などに参加を希望する市民に対して、交
通費等の補助を行う。

継続 Ａ 企画課

広報はむら5月15日号、8月15日号及び市
ホームページにて補助金事業のPRを実施し
た。
【補助実績】
0件
（平成22年度：1件）

補助制度の利用者を増やす
ために、制度及び研修の存
在をさらに周知していく必要
がある。

今後も広報紙や市ホーム
ページ等を活用して、広く周
知を図っていく。

完了

②市民との協働による
市民講座の実施

市民と協働で、暮らしや生活をテーマにした
市民講座等を実施する際には、男女共同参
画の視点を盛り込む。 新規 Ａ 生涯学習センターゆとろぎ

各種講座等の実施に際し、募集に関しては常
に男女の分け隔てなく募集を行っている。また
女性のための講座を幅広く行っている。

女性の趣味やストレス解消に
つながる講座を実施してい
る。

さらに市民ニーズを取り入れ
られるよう努めていく。

完了

③青少年リーダー養成
事業の実施

洋上セミナーや子ども体験セミナー、夢チャレ
ンジセミナーに男女平等に関する学習項目を
加え、意識の高揚を図る。

継続 Ａ 児童青少年課

「多摩・島しょ広域連携活動助成事業」大島・
子ども体験塾（羽村市・あきる野市共同開催）
対象：小学校5・6年生、中学生　参加者70人
（羽村市・あきる野市各35人、男子・女子各35
人）
夢チャレンジセミナー｢めざせサッカー選手！｣
対象：小学生　参加者57人（男子55人 女子2
人）

今回の夢チャレンジセミナー
では、女性の参加が低かっ
た。

事業の実施においては、引
き続き、可能な限り男女とも
平等に行動できるように取り
組んでいく。

完了

(2)学習への啓発
と情報の提供

①女と男、ともに織りな
すフォーラムの実施

市民による実行委員会との協働により、男女
平等の視点に立ったテーマを設定し、会場参
加型のフォーラムを実施する。

継続 Ａ 企画課

市民の男女共同参画に対する意識の高揚を
図るため、フォーラムを実施した。
開催日：平成24年2月5日  参加者：294人

参加された市民の意識醸成
や男女共同参画学習の推進
を図った。

地域社会における男女共同
参画意識の向上や学習機会
の確保を図るために、継続し
て実施していく。 完了

②情報誌ウィーブの発
行

市民による編集委員会との協働により、様々
な角度から男女共同参画に関わる特集を設
定し、全世帯に向けて情報を発信することで
男女共同参画に関する意識を高める。

継続 Ａ 企画課

情報誌『Weave』は、平成22年度から広報はむ
らの特集記事としたため、市民による編集委員
は募集せず、市職員で作成し、広報はむら3
月15日号に掲載した。

市民の参加はなくなったが、
市民目線で情報を捉え、
日々の生活の中から男女共
同参画を考える機会となる記
事を掲載する必要がある。

内容を充実させるため、常に
最新情報の把握に努めること
が重要になるため、情報収集
に努めていく。

完了

④出前講座等の実施 出前講座や、市が実施する事業等に出向い
て男女共同参画関係の啓発を行う。

継続 Ａ 企画課

羽村市産業祭の会場に男女共同参画推進の
ブースを出店し、啓発活動を実施した。

市が実施する事業で啓発活
動を行うことで、男女共同参
画意識の向上につながっ
た。

今後も引き続き、時期を捉え
て、実施していく。

完了

広報広聴課

企画課

広報はむら平成24年3月15日号にウイーブ特
集記事を掲載したほか、男女共同参画週間
（平成23年6月15日号）・女性に対する暴力を
なくす運動（平成23年１１月1日号）に合わせ、
啓発記事を掲載した。

男女共同参画の視点での市
民の姿を特集として掲載した
り、男女共同参画に関する啓
発記事を掲載することで、男
女共同参画社会の実現に向
けた意識啓発につながった。

今後も引き続き取り組んでい
く。

完了Ａ

広報紙やホームページ等、市が情報を提供
するあらゆる媒体に、男女平等に関する情報
を提供し、男女平等意識を高める。

継続

(3)学校等におけ
る食育の推進

(1)学習機会の充
実とエンパワーメ
ントへの支援

③あらゆる媒体による
情報の提供

３　地域
社会にお
ける男女
平等学習
の推進
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅱ　男女平等観に立った生涯学習の推進

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

担当課 H23年度実績
実績に対して特記すべきこと施策の

方向性
施　策 事　業　名 事　業　の　内　容

実施
状況

⑤男女平等に関する
図書・資料の充実

男女平等に関する図書や資料を収集し、専
門コーナーを設けるなど積極的な情報の提供
を行う。 継続 Ａ

図書館

企画課

フォーラム関連図書の展示や子育て支援課主
催事業の基調講演の講師著作物紹介及び事
業のPRを行う。

講演会を機に展示を行った
ことで、新刊書以外の図書も
PRにつながった。

組織横断的な連携体制の
中、関連図書の充実に努め
るとともに、企画展示等で積
極的な情報提供を図ってい
く。

完了

①自主学習グループ
の育成・支援

各種講座や実行委員を経て生まれた自主グ
ループに対して、情報提供等の支援を行う。

継続 Ａ 地域振興課

市民活動・ボランティアセンターはむらの機能
を社会福祉協議会から市に移管し、ボランティ
ア・市民活動に関心のある市民に対する情報
提供として、団体等に関する情報を集め、ガイ
ドブックの発行を行ったほか、情報紙「きずな」
を発行した。

ボランティア・市民活動に関
心のある市民に、それぞれの
団体に関する情報を提供し
た。

地域の絆や共助の精神と
いった地域の力を維持向上
していくため、一人ひとりが意
識的、積極的に地域活動に
参画することができるよう支援
していく。

完了

②女性リーダー養成講
座の実施

あらゆる分野での政策・方針決定過程に男女
が共同して参画できるよう、人材育成のため
の講座等を実施する。 継続 Ａ 企画課

女性リーダー養成講座は実施せず、女性の社
会参加を積極的に支援するため、女性の再就
職支援セミナーを実施した。

ニーズに合わせて、時期をみ
ながら実施していくことが必
要である。

男女共同参画社会の実現に
向け、テーマを設け、リー
ダーの養成などにも取り組ん
でいく。

完了

(4)学習環境の整
備

①一時預り保育の実施 乳幼児を持つ親の学習機会を確保するた
め、学習施設内及びイベント開催時における
一時預り保育を実施する。

継続 Ａ

生涯学習センターゆとろぎ

企画課

図書館

生活環境課
（消費生活センター）

①各種ホール事業、講座、サークル活動など
を行う際に、親が参加しやすいよう保育を実施
した。
②女と男、ともに織りなすフォーラムinはむら
「積極的その日暮らし～いのちの感受性～」に
おいて一時預かり保育を実施し1人預かった。
③ボランティア育成講座で一時預かり保育を
実施した。
④第32回消費者の日講演会において、乳幼
児をもつ参加者に対して一時保育を行った。

①子育て中の親のリフレッ
シュや子育ての負担軽減を
図った。
②子育て中の親に、男女共
同参画の推進に向けた動機
付けの場を提供を行った。
③子育て中の親に、学習の
機会の提供を図った。
④子育て中の親に、消費者
教育の場の提供を行った。

①保育日数や保育時間の延
長、また幅広いニーズに応え
られるよう検討する。
②乳幼児を持つ家庭に、学
習等の機会を提供できるよう
に引き続き実施していく。
③乳幼児を持つ家庭に、学
習の機会や仲間づくりの機
会を提供できるよう、引き続き
実施していく。
④今後も、一時預かり保育を
PRし、多くの若い子育て世代
の消費者教育の機会を増や
していく。

完了

②夜間、休日の開館の
実施

勤労者などの学習機会を確保するために、生
涯学習センターゆとろぎ、図書館、産業福祉
センターを夜間・休日に開館する。

継続 Ａ

生涯学習センターゆとろぎ

図書館

産業活性化推進室

①生涯学習センターゆとろぎを生涯学習や自
己啓発のために夜間・休日を開館し、学習の
場を提供した。
②図書館を平日及び土・日・祭日夜8時まで開
館した。
また、夏休み期間は、朝9時から早朝開館を実
施した。
③産業福祉センターを土日開館するとともに、
夜9時30分まで開館した。（月曜日休館）
貸部屋使用件数：896件（H22：951件）
施設使用者数：18,861人（H22：27,415人）

①節電中であったが、状況
により夜間・休日における学
習等利用者へ配慮を行っ
た。
②夜間や休日開館を実施し
たが、来館者数は、減少し
た。
③土日も含めて夜9時30分ま
で開館しており、利用しやす
い。

①市民同士がお互い気持ち
よく施設を利用できるよう、よ
り一層努力する。
②今後も、勤労者などの学習
機会を確保するために、開館
時間に留意していく。
③引き続き、勤労者の学習
機会を確保するため、開館
時間に留意していく。

完了

③学習活動の支援及
び情報の提供

団体サークルガイド、情報・人材バンク（はむ
ら人ネット）情報を一体化したガイドブックを発
行し、市民の生涯学習の支援を行う。

継続 Ａ 生涯学習課

団体サークルガイド、情報・人材バンク（はむら
人ネット）情報を一体化したガイドブックは発行
しなかったものの、更新版を作成し、市民の生
涯学習の支援を行ったほか、ホームページに
も情報を掲載した。
「はむら人ネット」登録者数…延べ29人
「団体・サークルガイド」掲載団体…311団体

前年度比で、「はむら人ネッ
ト」の登録者数は2人増、「団
体・サークルガイド」の掲載団
体数は15団体増となり、多く
の市民への情報提供につな
がった。

「はむら人ネット」の積極的な
活用と登録者数の増加や、
市民団体との連携を深め、市
民の生涯学習の支援に努め
ていく。

完了

(3)自主研究団体
等への支援
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅱ　男女平等観に立った生涯学習の推進

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

担当課 H23年度実績
実績に対して特記すべきこと施策の

方向性
施　策 事　業　名 事　業　の　内　容

実施
状況

④公共施設等の活用 生涯学習センターゆとろぎなど公共施設で情
報提供を推進し関係施策推進のために活用
するとともに、市民に身近な地域集会施設や
学校施設を活用し、地域における活動や学
習の拠点として提供する。

継続 Ａ

生涯学習センターゆとろぎ

地域振興課

教育総務課

①男女平等におけるパソコンからの情報収集
及び最新の情報やチラシを配置することによ
り、女性の社会進出・復帰のきっかけづくりを
行った。
②地域活動や学習の拠点として、学習等供用
施設及び地域集会施設を提供し、多くの市民
に利用された。
③地域における活動や学習の拠点として、学
校施設を提供した。（貸出業務は、スポーツ振
興課・生涯学習センターゆとろぎで実施）

①各種情報を提供する事
で、より選択肢を広げる事に
つながった。
②施設では活発な活動が行
われ、施設の役割を十分に
果たすことに取り組んだ。
③学校施設の提供により地
域団体等の活動の支援を
行った。

今後もさらに有益な情報を提
供するとともに、多くの市民に
利用されるよう積極的にＰＲ
等に努めていく。
また、生涯学習センターゆと
ろぎなどの公共施設を地域
団体等の活動拠点として、今
後も利用促進を図る。

完了

①学校における国際
理解教育の実施

人権尊重の視点に立った国際理解教育を実
施する。

継続 Ａ 指導室

外国人講師を派遣し、人権教育の視点に立っ
た国際理解教育を小学校では1クラスあたり、
第1・2学年で5時間、第3・4学年で10時間、第
5・6学年で15時間、中学校では全クラスで10
時間行うことができた。

小中一貫教育でも英語教育
として位置付け、小学校低学
年から一部施行している。

小中一貫教育を念頭に改善
を図っていく必要がある。

完了

B

（H20～）

③市民講座の実施 国際社会の情報を提供し、外国の文化を理
解するとともに、相互交流ができるような講座
を実施する。 継続 Ａ

地域振興課

生涯学習センターゆとろぎ

平成23年度については、外国文化理解に関
する講座は行っていない。

今後、講座の実施について
検討する。

国際的な男女平等意識を向
上できるような講座を検討し
ていく。 完了

④国際社会に関する
情報の提供

情報誌ウィーブ等を通じ、男女共同参画に関
する国際社会の状況を積極的に提供する。 継続 Ａ 企画課

平成23年度については、国際社会に関する
情報提供は行っていない。

国際社会における男女共同
参画について情報収集する
必要がある。

国際社会における男女共同
参画について情報収集を
行っていく。 完了

①外国籍市民との交
流事業の実施への支
援

国籍を越え市民が集い、様々な国の文化に
触れ合う交流事業を通じて、国際理解を図り
男女平等の意識を高める。

継続 Ａ 地域振興課

平成23年度については、外国籍市民との国際
交流事業は行っていない。

今後、事業の実施について
検討する。

国際的な男女平等意識を向
上できるような交流事業を検
討していく。 完了

②国際理解等を推進
するための情報の提供

外国語版広報紙の発行や外国籍市民のため
の生活情報相談など外国籍市民の国際理解
を図るための情報提供を行う。

新規 Ａ 企画課

『広報はむら』の外国語版（英語、スペイン語）
を作成するとともに、ホームページに掲載し、
情報提供の充実を図った。

国際社会に対応した情報提
供の充実を図った。

多くの市民に向けて、継続し
た情報提供に努めていく。 完了

①平和の企画展等の
実施

人権尊重の基礎をつくり、男女平等の前提条
件でもある平和な社会の形成のため、「平和
都市宣言」の趣旨を生かした展示会や映画
会等を実施する。

継続 Ａ 企画課

悲惨な戦争を風化させることなく、日常生活か
ら平和の尊さを感じることができるように、下記
の事業を実施した。
【平和の企画展】（ゆとろぎ展示室）
平成23年8月5日～14日
【東京空襲資料展】（市役所1階ロビー）
平成24年3月6日～12日
【黙とうの実施】
平成23年8月15日、平成24年3月10日

今年は、ゆとろぎ展示室で開
催し、展示資料を多く展示す
ることにつなげた。
毎年、展示内容を工夫して
いくことが大切である。

展示内容を充実・工夫すると
ともに、より多くの方に参加し
ていただけるように広報に力
を入れていく。

完了

②人権啓発事業等の
実施

12月4日から10日の「人権週間」にあわせ、
「人権メッセージパネル展」、「人権啓発街頭
広報」や広報紙への啓発記事の掲載など人
権思想の普及高揚に努める。 継続 Ａ 庶務課

【人権週間事業の実施】
①パネル展示（市役所ホール）
来場者：210人
②街頭広報（羽村駅）
啓発物配布数：2,300個
③広報掲載（広報はむら）
啓発記事掲載

広く周知されるように、市役
所、羽村駅において、人権啓
発グッズを活用し、広報活動
を実施した。

継続することが大切で、今後
も計画的に実施していく。

完了

完了
平成20年度で事業完了

４ 国 際
社会に対
応した男
女平等意
識の高揚

(1)国際理解の推
進

②青少年・市民海外派
遣事業の実施

青少年や市民を海外に派遣し、国際感覚を
養うとともに、生活に密着した男女平等感覚を
体験することで男女平等意識を高める。

(2)国際交流活動
の推進

(3)平和・人権意
識の高揚

地域振興課新規
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅲ　家庭責任を担い合うための支援

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

１　子育
てのため
の支援体
制の充実

(1)ともに子育てを
するための社会
的支援

①子育て相談事業の
実施

男女がともに子育てに携われるよう、子育て相
談に父親の参加をすすめ、業務の充実に努
める。

継続 Ａ

健康課

保育課

子育て支援課
（子ども家庭支援センター）

①育児相談の利用者は延べ1,061人だった。
②市立保育園4園で子育て相談事業を実施し
た。利用件数：30件 (平成22年度：13件）
③【子ども家庭支援センター総合相談】
相談人数：208人（前年度209人）、延べ相談件
数4,424件（前年度4,397件）
④【児童館子育て相談】
相談人数：213人（前年度257人）、延べ相談件
数313件（前年度322件）

①平日実施のため、来所す
るのは母親と子どもであり、
父親の参加は少なかった。
②市立保育園4園（全園）で
相談体制を整備しており、昨
年度に比べ相談件数が大き
く増加した。
③・④子育て中の父親・母親
の相談に応じ、不安や悩み
の解消等につながった。

①父親の育児相談利用者が
少ない。育児相談の利用を
PRしていくとともに、電話によ
る相談などについても情報提
供していく。
②今後も事業のＰＲに努めな
がら、継続していく。
③・④ひとり親家庭など様々
な課題を抱えた多様な家族
形態が増えてきており、適切
な支援に努めていく必要があ
る。

完了

②母親学級・両親学級
への参加促進
（Ⅰ-3-(2)-3の再掲）

母親だけでなく、父親や家族が参加しやすい
ように開催し、実践にも役立つような内容で基
礎知識の習得を図る。

継続 Ａ 健康課 再掲

③乳幼児ショートスティ
事業の実施

保護者の病気・事故・冠婚葬祭・育児疲れな
ど保育ができないときに、宿泊も可能な一時
的保育を行うことで保護者の負担を軽減す
る。

継続 Ａ
子育て支援課
（子ども家庭支援センター）

延べ利用件数：73件（前年度64件）
利用要件については、育児疲れ（ﾘﾌﾚｯｼｭ）や
仕事関係を主とするものが比較的多かった。

保護者の育児疲れや仕事等
を事由にした一時保育を提
供することで、子育て支援や
女性の社会進出の支援を
行った。

事業の周知を引き続き行い、
必要な方が必要な時に利用
できるよう働きかけていく。 完了

④一時保育事業の拡
充

保護者の育児疲れなど、保育ができないとき
に、一時的に保育を行うことで保護者の負担
を軽減する。

充実 Ａ 保育課

一時預かり事業（一時保育事業が名称変更）
を市内の保育園3園、認定こども園2園、認可
外保育施設1園で実施した。
利用延べ児童数：3,780人（H22：5,723人）

保護者の育児に伴う負担の
軽減に努めた。なお、平成23
年度に新たに定期利用保育
事業を創設し、一時預かり事
業利用者の一部がその事業
を利用することになったことに
より、一時預り事業としての利
用は減少した。

定期利用保育事業の利用状
況も考慮しながら、一時保育
事業の見直し等について検
討していく。

完了

⑤子ども家庭支援セン
ター事業の充実

子どもと家庭の問題に総合的に対応するとと
もに、児童虐待対策ワーカーを配置して子ど
も家庭支援センター事業を充実する。

充実 Ａ
子育て支援課
（子ども家庭支援センター）

児童虐待対策ワーカー2人を配置し、児童虐
待防止に関する普及啓発や対応の強化を
図った。

子どもと家庭に関する相談事
業を中心に行い、関係機関と
連携しながら児童虐待への
対応や養育困難な家庭に対
する支援を行った。

引き続き養育困難な家庭へ
の支援や虐待の未然防止を
図っていく。

完了

⑥子育てひろば事業
の拡充

子育てひろば事業の拡充を図り、市内でバラ
ンスよく実施する。

充実 A
子育て支援課
（子ども家庭支援センター）

Ａ型ひろば5か所、Ｂ型ひろば2か所を配置し、
子育てひろば事業を継続的に実施した。
※Ｂ型ひろば 延べ利用人数
　太陽の子保育園：1,909人
　羽村たつの子保育園： 2,965人

親子が気軽に交流できる場
の提供や子育てに関する講
座を開催することで、父母が
ともに子育てを担っていく意
識の啓発に努めた。

身近な地域で親子が気軽に
参加できるよう事業内容の充
実や実施施設の配置の検討
を行っていく。 完了

⑦訪問型子育て支援
サービス事業の実施

産じょく期の母子に対する育児相談や簡単な
家事等の援助など、養育支援が必要と思わ
れる家庭にヘルパーの派遣を行う。

新規
B

(H20～）
子育て支援課
（子ども家庭支援センター）

養育支援ヘルパー派遣
　実派遣家庭数　  3件
　延べ派遣日数　63件
　総派遣時間    92時間

養育困難な家庭にヘルパー
を派遣し、養育環境を整えた
り、育児の相談に応じたりす
ることで、家族が協力し合い
ながら子育てできるよう支援
した。

引き続き訪問事業の充実に
努めていく必要がある。

完了

担当課
実施
状況

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
進ちょく
状　況

実績に対して特記すべきこと
H23年度実績

（Ⅰ-3-(2)-③の再掲事業）
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅲ　家庭責任を担い合うための支援

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点
担当課

実施
状況

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
進ちょく
状　況

実績に対して特記すべきこと
H23年度実績

⑧子育てサポーターの
育成

地域で身近な子育て支援をする人材を発掘
するとともに、子育て中の親にとって身近な相
談者や支援者としての役割を担う子育てサ
ポーターを育成する。

新規
B

（H20～）
子育て支援課
（子ども家庭支援センター）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録者数 18人
市主催事業のほか、ｻｰｸﾙ団体の活動支援を
行い、延べ93回の活動を行った。

子育てボランティアの活動内
容が広がり、世代を超えた子
育て支援を図った。

子育てボランティア募集のＰ
Ｒに努め、地域の身近な子育
て支援者の育成に努めてい
く。

完了

⑨子育て支援者等の
ネットワークづくり

地域の育児力を高めるため、民生児童委員
や子育てサークルとの連携を図り、地域の子
育て支援者等のネットワークを構築する。

新規 Ａ
子育て支援課
（子ども家庭支援センター）

主任児童委員との連絡会を月1回程度（年10
回）行い、要保護家庭に関する情報交換を
行った。また、子ども支援ネットワーク会議を年
3回開催し、主任児童委員のほか、子育て及び
児童担当の民生・児童委員と事例検討や意見
交換等を行った。

地域で見守りが必要な子育
て家庭について情報共有を
図り、地域で安心して子育て
が行えるように努めた。

定期的な情報交換のほか、
必要時に民生・児童委員と
要支援家庭との顔合わせを
行い、ネットワークづくりを
行っていく。

完了

⑩子どもと家庭に関す
る相談・情報提供機関
のネットワークづくり

子ども家庭支援センターを核に、保育園、幼
稚園、学校、教育相談室、保健センター、保
健所、児童相談所などの相談・情報提供機関
とのネットワーク化を図る。 充実 Ａ

子育て支援課
（子ども家庭支援センター）

要保護児童対策地域協議会について代表者
会議を年3回、実務者会議を年3回実施し、児
童虐待に関する研修や虐待の進行管理等を
行ったほか、個別ケース検討会議を17回実施
した。

要保護児童対策地域協議会
を適宜開催し、虐待や不登
校等の問題を抱える家庭に
対し適切な対応を行った。

引き続き要保護児童等に関
する情報交換や事例検討の
機会を充実させていく。

完了

⑪幼稚園・保育園・小
学校の連携、交流

定期的に幼稚園・保育園・小学校連携推進
懇談会を開催し、幼児教育の充実と小学校
教育への円滑な移行を図る。

継続 Ａ
保育課

指導室

第五次羽村市長期総合計画実施計画におい
て、就学前プログラム、就学前教育カリキュラム
の策定の検討に関する取組計画を定めた。

就学前プログラム、就学前教
育カリキュラムの策定に向
け、懇談会を始め関係機関
等との連携強化を図る必要
がある。

今後は、関係機関との懇親
会の開催を実施するととも
に、部会ごとの現場での情報
交換等をしながら、より具体
的な連携を検討していくこと
が必要である。

完了

⑫ 子 育 て 応 援 ガ イ ド
ブックの充実

子育てマップを含めた子育て応援ガイドブッ
クを作成し、子育て家庭への情報提供の充実
を図る。 充実 Ａ

子育て支援課
（子ども家庭支援センター）

広報はむら・市ホームページ・メール配信サー
ビスを活用し、情報提供を行った。
また、「子育て応援ガイドブック」について、乳
児家庭全戸訪問時に配布し、子育てに関する
情報提供を行った。

市民にわかりやすく子育て支
援サービスを周知すること
で、父母が子育てについて
話し合い、協力しあうことがで
きるよう啓発に努めた。

子育て中の親にわかりやすく
情報を提供できるよう、内容
の充実を図っていく。 完了

(2)子育てのため
の経済的支援

①乳幼児医療費の助
成

子育て家庭の経済的負担を軽減するため、
乳幼児の医療費助成を行う。

継続 Ａ 子育て支援課

乳幼児医療費助成事業の実施

延助成件数：60,289件
助成額：95,001,157円

乳幼児医療費助成事業を実
施することにより、乳幼児を
養育する家庭の経済的支援
及び子育て支援を実施した。

市独自に実施している所得
制限撤廃部分について、東
京都制度として実施するよう
働きかけを実施していく。

完了

②私立幼稚園等園児
保育料の助成

子育て家庭の経済的負担を軽減するため、
一定の条件に基づき、私立幼稚園等園児保
育料の助成を行う。 継続 Ａ 保育課

幼稚園保護者負担軽減事業費補助金として、
月割680.0人、55,175,500円の補助を行った。
（H22　月割690.4人、57,331,400円）

幼稚園児の保護者の負担軽
減が図った。

他の助成金制度との調整を
考えながら引き続き実施して
いく。 完了

家庭生活はそれぞれで異な
るため、様々な家庭のあり方
を紹介し、自分の家庭生活を
考える機会としてもらえる内
容としていくことが必要であ
る。

完了

子育てママの被災地支援体験談をテーマに、
広報はむら平成24年3月15日号に、家庭と被
災地支援ボランティアについてのインタビュー
記事を掲載した。

子育て支援課

企画課

家庭生活の中で家族が協力
することの大切さをインタ
ビュー記事として掲載し、市
民に夫婦がともに子育てを行
うことや、家庭生活について
考えてもらう機会とした。

継続 Ａ

⑬意識啓発活動の実
施

情報誌ウィーブや啓発事業を通して、男女が
協力して家庭責任を担うための啓発活動を行
う。
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基本課題Ⅲ　家庭責任を担い合うための支援
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担当課

実施
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施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
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状　況

実績に対して特記すべきこと
H23年度実績

③市立小中学校保護
者に対する補助・援助

市立小中学校の行事等にかかる保護者の費
用負担を軽減するとともに、市立小中学校及
び高等学校等への就学が困難な児童生徒の
保護者に対しては、一定の条件に基づき、就
学の援助を行う。

継続 Ａ 教育総務課

（小学校）
移動教室　517人　　修学旅行　556人
卒業記念品代　557人　演劇鑑賞補助　3,171
人
音楽会等参加費
保護者負担軽減費計（副教材費を含む）
18,382,891円
就学援助　531人 29,028,011円
（中学校）
移動教室　504人　修学旅行　521人
卒業記念品代　526人
生徒派遣費補助・大会参加費補助
保護者負担軽減費計（副教材費を含む）
24,929,396円
就学援助　350人　31,838,677円

保護者が負担する教育費に
ついて、家庭における経済
的な負担を軽減することがで
きた。また、義務教育期間中
の就学困難な世帯に対して
就学援助費を支給した。

保護者負担軽減費について
は、他市と比較して高額な補
助項目もあるため見直してい
く必要がある。また、就学援
助費については、所得環境
の悪化に伴い、認定者数の
増加が見込まれる。

完了

①地域包括支援セン
ターを中心とした総合
的な支援

地域包括支援センターを中心に、介護保険
事業とともに保健・医療・福祉サービス、その
他の地域の様々な資源を活用し、家族介護
者への支援も含めた包括的・継続的な支援を
行う。 充実 Ａ 高齢福祉介護課

相談対応において、幅広く情報提供を行なうと
ともに、介護保険サービス事業者、保健所や医
療機関、民生委員などと連携しながら支援を行
なった。
また、介護サービスの調整を担う居宅介護支
援事業者に研修開催や個別相談に対する支
援を行なった。
地域包括支援センター相談件数（市・羽村
園）：2,629件

相談対応やケアマネジャー
支援において、保健・医療・
福祉サービス事業者等と連
携して対応を行った。

連携機会の少ないインフォー
マルな地域資源の活用に努
めていく。

完了

②家族介護支援事業
の実施

高齢者を在宅で介護している家族等が、心身
の元気回復や介護知識の習得のため、介護
支援事業を実施する。

継続 Ａ 高齢福祉介護課

平成23年度家族介護者教室・交流会：4回
・認知症の方の接し方
・介護保険制度について
・男性介護者の交流会
・介護者交流会

介護者に役立つ情報を紹介
しつつ、相互交流を図った。

参加者増をはかるため、実施
時間や場所、内容の工夫、
事業所やケアマネジャーにも
周知し、介護者が参加しや
すい環境を整えていく。

完了

③ 徘 徊 高 齢 者 探 索
サービス事業の実施

徘徊などによる家族の心労や負担を軽減する
ため、徘徊高齢者探索サービス事業を実施
する。 継続 Ａ 高齢福祉介護課

徘徊高齢者に対して、探索サービスを実施し
た。
　（登録者　3人）
　（発報件数　0件）

徘徊高齢者の安全確保や家
族の負担軽減を図った。

今後も、事業の周知を図り、
実施していく。

完了

(2)障害者自立支
援法による制度
の定着化と安定
した事業運営

①一元的なサービスの
提供

障害の種別（身体障害、知的障害、精神障
害）にかかわらず、障害者が地域で安心して
暮らせるよう、自立に必要な居宅介護などの
サービスを提供する。

継続 Ａ 障害福祉課

①居宅介護や短期入所等の障害福祉サービ
スを提供し、本人及び家族等介護者の支援を
した。
障害福祉サービス費支給決定者数：355人
②移動支援や手話通訳者の派遣等の地域生
活支援事業を実施し、社会参加のための支援
をした。
地域生活支援事業費支給決定者数：138人

障害のある人にサービスを提
供することで、障害のある人
の自立支援につながるととも
に、家族等介護者の支援を
することができた。

障害のある人が、自分にふさ
わしいサービス提供事業者
を選択することができるよう、
広く情報提供を行うとともに、
多様な事業者の参入を促進
していく。

完了

(3)介護保険制度
の周知

①広報などを利用した
制度の周知

パンフレットや広報紙、ホームページを活用
するとともに、出前講座や市民等への説明会
などを通じて制度を周知する。

継続 Ａ 高齢福祉介護課

窓口でのパンフレットの配布や広報への掲載、
ホームページの更新等を行った。

パンフレットの配布や広報等
により、制度の周知を図っ
た。

引き続き、わかりやすい介護
保険制度の周知に取り組ん
でいく。 完了

２ 介 護
のための
支援体制
の充実

(1)高齢者の総合
的な支援体制の
確立
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基本課題Ⅲ　家庭責任を担い合うための支援

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点
担当課

実施
状況

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
進ちょく
状　況

実績に対して特記すべきこと
H23年度実績

３　生活
の安定と
自立の促
進

(1)高齢者の生き
がいづくりと社会
参画の促進

①老人クラブなどへの
支援

老人クラブへの支援を通じて健康・生きがい
づくり活動を促進する。

継続 Ａ 高齢福祉介護課

各老人クラブ（31クラブ）や老人クラブ連合会に
対して補助金を交付し、活動を促進した。
また、老人クラブ連合会女性委員会が行う研
修などを支援した。

社会奉仕活動や友愛訪問活
動、健康づくり活動などの活
動費の一部を助成すること
で、老人クラブへの支援を
図った。

高齢者の健康、生きがいづく
り活動の推進は、重要である
ため、引き続き支援していく。 完了

②生きがいづくり講座
の充実

老人福祉センターや生涯学習センターゆとろ
ぎの講座を充実し高齢者の生涯学習活動や
生きがいづくりを支援する。

継続 Ａ

高齢福祉介護課

生涯学習センターゆとろぎ

①老人福祉センター及び高齢者在宅サービス
センターにおいて、概ね60歳以上の高齢者を
対象に、17講座を開催した。
　（参加者延8,715人）
②中高年の男女を対象に、高年齢期の人生を
健康でいきいきと過ごすための講座を実施し
た。

①高齢者が講座に参加する
ことにより、知識や教養を高
め、また、仲間づくりを通し
て、閉じこもりの防止や健康
保持に繋がった。
②心と体の健康にスポットを
当てた、高齢期の人生をいき
いき過ごすための講座とし、
ストレス解消、夫婦間のｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝに役立つ講座とした。

①自主グループ化などを進
めることにより、多様な施設の
利用を促し、引き続き、講座
を開催していく。
②今後は企画・立案から市
民に参加してもらうよう努めて
いく。

完了

③シルバーボランティ
アの促進

生きがいづくりや健康づくりのために、介護予
防ボランティアを育成するなど、シルバーボラ
ンティアに関する情報提供を行う。 新規 Ａ 高齢福祉介護課

介護予防リーダー育成研修に、17人が参加し
た。
（介護予防リーダー登録者総数：151人）

一般市民における介護予防
リーダーの育成を図った。

今後も、一般市民の介護予
防リーダーを育成し、市内全
域にわたり介護予防事業を
展開していく。

完了

④シルバー人材セン
ター事業への支援

高齢者に就業機会の提供を行うシルバー人
材センターの活動を支援し、高齢者の社会参
加の促進を図る。

継続 Ａ 高齢福祉介護課

高齢者が健康で生きがいを持って就業できる
ように運営費の一部を助成した。
（平成23年度末　会員数779人、就業実人員
651人、就業率83.64％、就業延人員81,407
人）

就業率が前年度より伸び、雇
用機会の拡充が図られたと
考えられる。
また、就業相談や安全推進
委員を配置したことで、会員
の健康の推進や事故防止に
努めた。

今後もシルバー人材セン
ターの運営費の一部を助成
するとともに、高齢者の就業
分野の拡大に向けての取組
みを支援していく。 完了

①障害者の就労支援 就労支援や生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを配置し、
職業相談、職業準備支援、職業開拓、職場
定着支援などとともに、日常生活及び社会生
活上必要な生活支援を行う。 充実 Ａ 障害福祉課

障害者就労支援センター「エール」において、
障害者の一般就労の機会の拡大を図るととも
に、安心して働き続けられるように、就労面と生
活面の支援を一体的に行った。
（登録者数69人、相談件数2,235件、新規就職
者数3人、職場定着者数37人）

就労支援コーディネーター
や生活支援コーディネー
ターによる、職業相談、就業
準備支援、職場開拓、職場
定着支援等の就労支援事業
の実施により、障害者の自立
と社会参加を支援した。

障害者の就労機会の拡大を
図るため、地域の関係機関と
連携し、総合的な就労支援
体制を構築していく。 完了

②相談体制の充実 障害者やその家族を支援し、自立した日常生
活と社会生活を営むことができるよう、様々な
相談と情報提供を行う。

充実 Ａ 障害福祉課

福祉センター内にある地域活動支援センター
Ⅰ型事業「あおば」及び福生市と共同で運営し
ている、地域活動支援センターⅠ型事業「ハッ
ピーウイング」において、福祉サービスの利用
援助、ピアカウンセリング、情報提供等を総合
的に行い、障害者やその家族の地域における
生活を支援した。
「あおば」相談件数：1,335件（うちピアカウンセ
リング：25件）
「ハッピーウイング」相談件数：1,470件（うちピ
アカウンセリングﾞ：4件）

社会福祉士・精神保健福祉
士の資格を持った相談支援
専門員により幅広く相談に応
じた。

発達障害、高次脳機能障害
等の専門性の高い障害につ
いての相談体制を充実して
いく。

完了

(2)障害者の就労
支援
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基本課題Ⅲ　家庭責任を担い合うための支援

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点
担当課

実施
状況

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
進ちょく
状　況

実績に対して特記すべきこと
H23年度実績

①経済的支援の充実 ひとり親家庭の医療の助成や各種手当を通じ
て、生活支援の安定を図る。

継続 Ａ 子育て支援課

①ひとり親家庭等医療費助成事業の実施
（延助成件数：11,160件）
（助成額：26,783,086円）
②児童育成手当の支給
（受給者数：764人（H24.3現在））
（助成額：172,773,500円）
③児童扶養手当の支給
（延助成件数：515人（H24.3現在））
（助成額：242,280,970円）

医療費の助成及び手当を支
給することにより、ひとり親家
庭の経済的支援及び子育て
支援を実施した。
（平成22年度から児童扶養
手当において父子家庭も対
象となった。）

今後も、ひとり親家庭の生活
の安定を図るため、引き続き
事業を実施していく。

完了

②ホームヘルプサービ
ス事業の実施

家事・育児など日常生活に支障をきたしてい
る場合にヘルパーを派遣することで、生活基
盤の安定を図る。 継続 Ａ 子育て支援課

ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業の実
施
（利用世帯数：6世帯）
（延利用回数：382回）

ホームヘルパーの派遣によ
り、ひとり親家庭の生活支援
を図った。

今後も、ひとり親家庭の生活
の安定を図るため、引き続き
事業を実施していく。 完了

③休養ホーム事業の
実施

レクリェーション活動を通じて親子のふれあい
を深めることで、精神的な安定を図る。

継続 Ａ 子育て支援課

東京ディズニーリゾート（ディズニーランド）へ日
帰り旅行を実施した。
（参加世帯：30世帯）
（参加人数：76人）

ひとり親家庭が家族でくつろ
ぎ、かつ家族同士の親睦を
図る場を提供した。

限られた枠内での支援となる
ため、今後は事業のあり方等
について検証・見直しが必要
である。

完了

④貸し付け事業の実
施

母子福祉基金や女性福祉基金の利用をすす
めることで、経済的な安定の確保を図る。

継続 Ａ 子育て支援課

母子福祉資金貸付及び女性福祉資金貸付を
実施した。
（母子福祉資金貸付件数：20件）
（女性福祉資金貸付件数： 0件）

適切な貸付を行う事で経済
的自立と安定した生活の支
援を行った。

ひとり親とその子どもの自立
を支援する観点から資金貸
付の相談・利用について引き
続き、適切な貸付を実施して
いく。

完了

⑤相談事業の充実 母子自立支援員を中心とした母子家庭及び
婦人相談を実施するとともに、関係機関との
連携を図る。 継続 Ａ 子育て支援課

母子自立支援員を中心に、母子家庭及び婦
人相談を実施した。
（相談実件数：1,424件）
（相談延件数：2,233件）

ひとり親家庭や女性の抱える
悩み事について、情報提供
や他機関の紹介等の支援を
行った。

平成23年度途中より、日曜開
催の生活相談は中止した
が、要望は特になかった。 完了

⑥自立支援教育訓練
給付事業等の実施

母子家庭の自立支援にかかる自立支援教育
訓練給付事業等を実施する。

新規
B

（H20～）
子育て支援課

自立支援教育訓練給付事業等を実施した。
①高等技能訓練促進費
（受給者9人、給付額14,482,000円）
②教育訓練給付金
（受給者1人　給付額13,000円）
③母子自立支援プログラム策定事業
（プログラム策定人数4人）

母子家庭の母の自立にむけ
た資格取得や就職に関する
支援について、適切な事業
運営を行った。

受給者が該当養成機関卒業
後や講座修了後に資格取得
による生活の自立を果たして
いけるよう、また母子自立支
援プログラム策定により、効
果的に就労に結びつく事が
できるよう継続的に助言して
いく。

完了

(4)自立のための
基盤整備

①交通バリアフリー化
の推進

高齢者や障害のある人の社会参加を促進す
るため、計画的なバリアフリー化を進める。

継続 Ａ 土木課

平成22・23年度継続事業として、
市道第201号線道路改修工事（その6）
（L=620ｍ）を実施した。
平成18年度から取り組んできた市道第201号線
道路改修工事については、平成23年度で完了し
た。

交通ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ基本構想の重
点整備地区外であるが、景
観や環境面に配慮した総合
的な道路整備を行った｡

交通ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ基本構想では、
重点整備地区の特定路線の
バリアフリー化を実施することと
しており、今後、道路整備を引
き続き実施していく｡延長
11.5km中6.2㎞完了（53.9%）。

完了

(3) ひ と り親 家庭
の生活の安定と
自立への支援
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅳ　働く環境の整備と改善・充実

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

①情報の収集と提供 就職に必要な情報を集めるとともに、就職や
職業能力向上のための講座開催等の情報を
提供する。

継続 Ａ

産業活性化推進室

企画課

①ハローワークの地域求人情報や東京しご
とセンターの女性再就職サポート事業等の
リーフレットを産業福祉センターに設置し、
情報提供に努めた。
②東京都等の関係機関からのリーフレット等
の情報提供に努めた。
③臨時的任用職員の雇用として、雇用情勢
の急激な悪化に伴い、離職を余儀なくされ
た市民を採用し、次の雇用が決まるまでの
間、つなぎの就労機会を創出した。
雇用人数14人（事務6人・土木8人）
④ハローワーク青梅と共同に職業相談窓口
を設置し、就職を希望する全ての方を対象
にして、様々な仕事に関する相談に対応し
た。
実施回数23回、相談者延べ146人（男性75
人・女性58人・不明13人）

市民が必要な情報を適時に
収集できるよう、情報提供に
努めた。

今後も関係機関のリーフレッ
ト等を活用するほか、キャリア
アップセミナーの開催情報や
多種多様な再就職情報を提
供していく。

完了

②技術習得のための
学習機会の提供

パソコン技術など就職に有利となるような技術
習得講座等の学習機会を提供する。

継続 Ａ

産業活性化推進室

企画課

生涯学習センターゆとろぎ

①ハローワークの地域求人情報や東京しご
とセンターの女性再就職サポート事業等の
リーフレットを産業福祉センターに設置し、
情報提供に努めた。
②女性のための再就職支援セミナーでは、
カリキュラムにパソコン技能の習得を目的と
した実習や就職活動をする際の応募書類の
書き方、面接の受け方など再就職活動に必
要となるノウハウの講義を設定し、4日間コー
スで8人が受講した。
③羽村市及び近隣において求人予定のあ
る企業の人事担当者と直接面接ができる就
職面接会と、専門員による各種就職相談
会、就職支援セミナー等を開催した。

再就職に必要となる情報の
提供や技能習得などを図っ
た。

受講希望者のニーズを把握
し、より効果的な講習会を引
き続き実施していくとともに、
女性の就職と再就職に対す
る支援となるような講座を実
施していく。

完了

①情報の収集と提供の
充実

資金の融資制度など起業や自営業者のため
に必要な情報を収集し、積極的に提供してい
くとともに、講座等を実施する。 継続 Ａ 産業活性化推進室

産業支援機関が実施する起業家向けセミ
ナー等について、産業福祉センターにパン
フレットを設置した。

セミナー等の情報提供を通じ
て、起業家や自営業者の支
援を行った。

今後も起業家や自営業者に
対する支援として、セミナー
などの情報提供に努めてい
く。

完了

②相談体制の充実 商工会と協力して創業時に必要な基礎知識
や経営ノウハウの助言を行う。 継続 Ａ 産業活性化推進室

商工会の経営指導員、羽村市の企業活動
支援員が、常時、相談に対応する体制を
とった。

商工会との連携により、相談
体制が充実している。

相談窓口としてのPRを強化
するとともに、継続して取り組
んでいく。 完了

２　職場
における
男女平等
の促進

①労働関係セミナー等
の実施

関係機関に働きかけ、身近な会場で「労働セ
ミナー」を実施する。

新規 Ａ 企画課

平成23年度は実施していない。 企業や団体などに対して、男
女共同参画に積極的に取り
組む企業などの把握に努
め、広く紹介していく。

完了

②男女雇用機会均等
法等の周知

男女雇用機会均等法等の周知徹底を目指
し、情報誌ウィーブやパンフレット等を活用し
た普及啓発を行う。 継続 Ａ

産業活性化推進室

企画課

生涯学習センターゆとろぎ

市役所や産業福祉センターにパンフレット
等を設置し、情報提供を行った。

市民が必要な情報を適時に
収集できるよう、情報提供に
努めた。

男女雇用機会均等法等の改
正内容などを適切に周知し
ていく。 完了

③育児・介護休業法の
周知

商工会等を通じて、事業者に対して制度の周
知を図る。

継続 Ｂ
産業活性化推進室

企画課

東京都等の関係機関からのリーフレット等を
活用した情報提供を行った。

市民や事業者が必要な時に
必要な情報を収集できるよ
う、情報提供に努めた。

最新の情報を提供できるよ
う、情報の収集に努めるととも
に、引き続き、情報提供を実
施していく。

完了

④事業者への啓発・周
知

女性の就業機会が男性と均等に確保されるよ
う、女性の雇用促進に関する情報提供等を行
い、商業・工業・農業などの各産業の事業者
に働きかける。

継続 Ａ 産業活性化推進室

東京都のファミリーデー事業について、市内
事業所に個別訪問して周知を図り、市内か
らは1つの事業所が参加し、記念イベントに
出展した。

情報提供、ワークライフバラ
ンスの推進を図った。

引き続き実施していく。

完了

進ちょく
状　況

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
実施
状況

担当課 H23年度実績
実績に対して特記すべきこと

(1)男女平等関係
制度の普及と意
識啓発

１ 再 就
職等に向
けた支援

(1)女性の就職と
再就職に対する
支援

(2)女性の起業家
や自営業者に対
する支援
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅳ　働く環境の整備と改善・充実

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
実施
状況

担当課 H23年度実績
実績に対して特記すべきこと

①労働に関する情報の
提供

市民や事業者にパートタイム労働法などの法
律や税制・年金などの社会保障制度のしくみ
を周知する。 継続 Ａ 産業活性化推進室

羽村市と東京都労働相談情報センターと共
催で男女雇用平等の視点による労働法等
のセミナーを開催した。

労働に関する情報提供に努
めた。

労務関連情報については、
引き続きパンフレットの設置
や個別訪問により提供してい
く。

完了

②労働相談の充実 労働相談情報センターとの連携を図り、労働
相談の充実に努める。 継続 Ａ

産業活性化推進室

企画課

東京都等の関係機関からのリーフレット等に
よる情報提供に努めた。

市民が必要な時に必要な情
報を収集できるよう、情報提
供に努めた。

最新の情報を提供できるよ
う、情報の収集に努め、相談
の充実を図っていく。 完了

①雇用管理の改善等
を図るためのセミナー
等の実施

事業所の労務担当者等を対象に研修を行
い、雇用管理の改善を図る。

新規 Ａ 産業活性化推進室

東京都商工会連合会及び羽村市商工会が
開催する労働安全衛生に関するセミナー等
について、広報紙、商工会の経営指導員、
羽村市の企業活動支援員を通じ、情報提供
できる体制を整備した。

市内事業所の雇用管理の改
善等に努めた。

これまで同様に引き続き実施
していく。

完了

②男女にやさしい事業
所の紹介

職場において男女平等の視点をもった実践
活動を行っている事業所を、情報誌ウィーブ
等を通じて紹介する。

継続 Ａ 企画課

子育てママの被災地支援体験談をテーマ
に、広報はむら平成24年3月15日号に掲載
したが、家庭と被災地支援ボランティアを特
集したため、実践活動を行っている事業所
の紹介は行っていない。しかし、夫婦がとも
に子育てを担うことや、家庭生活をテーマに
したことにより、男女がともに働く環境を考え
る機会を提供した。

市民に夫婦がともに子育てを
行うことや、家庭生活をテー
マにしたため、男女ともに働く
環境を考える機会となった。

仕事と家庭生活をテーマに
することは、働く環境を考える
契機ともなるが、男女が働き
やすい職場環境がどのような
ものかを研究することも必要
であるため、男女にやさしい
事業所の把握に努め、定義
を明確化していく。

完了

①延長保育の拡充 多様な働き方に対応するため、延長保育の充
実を図る。

充実 Ａ 保育課

1時間の延長保育を市内保育園全園（12園）
で実施し、そのうちの2園では2時間の延長
保育を実施した。

保護者の多様な働き方に対
応し、子育て及び就労の両
立支援を図った。

利用傾向を見ながら2時間延
長実施園の増設について検
討していく。 完了

②休日保育の実施 多様な働き方に対応するため、日曜や祝祭日
に保育を実施する。

継続 Ａ 保育課

休日保育（通年）を市内保育園1園で実施し
たほか、平成23年度は、夏期の電力需給対
策に対応した休日保育を市内保育園4園で
実施した。
利用者延べ児童数：286人(夏期電力需給対
策分139人を含む。）（H22：264人）

保護者の多様な働き方、ま
た、今年度実施された夏期の
電力需給対策に伴う企業の
就業時間等の変更に対する
支援を図った。

事業のＰＲを図りながら、今後
も継続していく。

完了

③一時保育事業の拡
充
（Ⅲ-1-(1)-④の再掲）

保護者の育児疲れなど、保育ができないとき
に、一時的に保育を行うことで保護者の負担
を軽減する。

充実 Ａ 保育課 再掲

④障害児保育の充実 保護者の就労により家庭で保育できない障害
児を保育園に受け入れ、障害の状況に応じた
保育を行う。 継続 Ａ 保育課

障害児保育を市内保育園全園（12園）で実
施した。
受入人数：計60人（市立保育園17人、私立
保育園43人）

障害のある子どもの健全な成
長発達の促進を図りながら、
保護者の子育て及び就労の
両立支援を図った。

家庭、保育園及び関係機関
等との一層の連携強化を図り
ながら、今後も事業を継続し
ていく。

完了

⑤病後児保育の実施 病気の回復期にある保育園などに在籍する子
どもを、集団保育が可能になるまで保育する。

継続 Ａ 保育課

病後児保育を市内保育園1園で実施した。
利用延べ児童数：55人（H22：61人）

保護者の子育て及び就労の
両立支援を図った。

ＰＲを図りながら、今後も事業
を継続していく。

完了

⑥年末保育事業の実
施

多様な働き方に対応するため、保育園に在籍
する子どもを対象に年末保育を実施する。

継続 Ａ 保育課

年末（12/29及び12/30）保育を市内保育園
（10園）で実施した。
【利用状況】
（12/29　29人（H22　38人））
（12/30　13人（H22　16人））

保護者の多様な働き方に対
応し、子育て及び就労の両
立支援を図った。

一層のＰＲを図りながら、今後
も事業を継続していく。

完了

（Ⅲ-1-(1)-④の再掲事業）

(2)パートタイム、
派遣労働等に対
する支援

３　働き続
けるため
の社会的
支援

(3)男女が働きや
すい環境整備へ
の支援

(1)保育園事業の
充実
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅳ　働く環境の整備と改善・充実

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
実施
状況

担当課 H23年度実績
実績に対して特記すべきこと

①家庭福祉員事業へ
の支援

低年齢児の保育ニーズに対応するため、家庭
福祉員による家庭的な保育事業について、認
可保育園と連携を図るなど支援を行う。

充実 Ａ 保育課

家庭福祉員と認可保育園の連携を図ること
ができるよう、支援を行った。
家庭福祉員：8人（H22：8人）
利用延べ児童数：166人（H22：243人）
認可保育園と連携保育を行った家庭福祉
員：8人（内数）（H22：8人（内数））

多様な保育サービスの提供
により、保護者の子育て及び
就労の両立支援を図った。

ＰＲを図りながら、今後も事業
を継続していく。

完了

②認証保育所事業の
充実

子育て家庭全般の保育ニーズに対応するた
め、認証保育所の運営支援を行う。

継続 Ａ 保育課

市内3カ所（どんぐりの家保育所、チューリッ
プ保育所、あすなろ）の認証保育所及び市
内在住児童が利用する市外認証保育所の
運営支援を行った。
（利用延べ児童数：593人（H22年度：727
人））

多様な保育サービスの提供
により、保護者の子育て及び
就労の両立支援を図った。

ＰＲを図りながら、今後も事業
を継続していく。

完了

③学童クラブ事業の充
実

待機児童の解消を図るとともに、保護者の
ニーズを踏まえ、学童クラブ開所時間を午後7
時まで延長することを検討する。

充実
B

（H21）
児童青少年課

定員の弾力的な運用を行った。また、開所
時間の延長については、引き続き検討して
いく。
12学童クラブ中、障害児が在籍しているの
は7学童である。
障害者8人中、8人に専属の指導員を配置し
ている。

定員の弾力的な運用により
待機児童の解消を図った。

開所時間の延長について
は、他市の動向や運営の民
営化も含め引き続き検討して
いく。 完了

④ファミリー・サポート・
センター事業の推進

協力会員と利用会員が子育てを支え合う事業
を推進し、仕事と育児の両立を支援する。

継続 Ａ 子育て支援課

年間活動実績は526件であり、活動内容を
みると、「放課後学童クラブ終了後の子ども
の預かり」が325件と最も多かった。
※H24.3月末現在、
利用会員160人
協力会員78人
両方会員10人

就労等を理由にした児童の
送迎や一時預かり等を提供
し、女性の社会進出を支援し
た。

引き続き様々な就労形態に
対応したサービスを提供でき
るよう努めていく。

完了

⑤乳幼児ショートスティ
事業の充実
（Ⅲ-1-(1)-③の再掲）

保護者の病気・事故・冠婚葬祭・育児疲れな
ど保育ができないときに、宿泊も可能な一時
的保育を行うことで保護者の負担を軽減す
る。

継続 Ａ
子育て支援課
（子ども家庭支援センター） 再掲

⑥私立幼稚園の預り保
育事業の実施に関する
情報提供

多様な保育ニーズに合わせて、幼稚園児を放
課後等に預かる保育事業の実施に関して必
要な情報などを入園世帯に提供する。

継続 Ａ 保育課

預かり保育の実施について、ホームページ
に掲載し事業の周知を図った。

預かり保育の周知に努めた。 今後も最新情報の提供等、
事業のＰＲを積極的に行って
いく。

完了

(3)介護サービス
の充実

Ⅲ－２「介護のための
支援体制の充実」の再
掲

再掲（Ⅲ－２「介護のための支援体制の充実」の再掲事業）

（Ⅲ-1-(1)-③の再掲事業）

(2)その他の保育
事業の充実
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅴ　方針・政策決定過程への女性の参画促進

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

①女性委員の積極的
な登用と男女比率の設
定

審議会等の委員を委嘱等する際に女性委員
の登用を促進するとともに、どちらか一方の性
が、継続して35%を下回らないよう、男女の参
画推進に努める。

充実 Ａ 全庁

「羽村市審議会等の設置及び運営に関する
指針」において、「委員の男女構成比率は、
はむら男女共同参画推進プランの定めると
ころ」としており、審議会等における女性の
参画を推進している。
【審議会等委員女性比率】
平成24年3月1日現在：34.9％
（平成22年4月1日現在：35.4％）

平成23年度も審議会等にお
ける女性の参画を推進した。
男女どちらか一方の比率が
35％を下回らないようにという
目標をおおむね達成した。

継続して目標数値を達成す
るよう、各課の意識を高めな
がら、引き続き審議会等への
女性の参画を推進していく。

完了

②女性リーダー養成講
座等の実施
（Ⅱ-3-(3)-②の再掲）

あらゆる分野での政策・方針決定過程に男女
が共同して参画できるよう、人材育成のための
講座等を実施する。

継続 Ａ 企画課 再掲

①職員の人材育成 人材育成基本方針の見直しを行い、その方針
に基づく職員研修を実施し人材の育成に努め
る。

継続 Ａ 職員課

市町村職員研修所で実施される「男女共同
参画社会形成研修」に派遣した。
職員：4人（平成22年度：4人）
また、人材育成基本方針の見直しを行った
ことから、その方針に基づく職員研修を平成
24年度以降において実施していく。

相談業務における男女共同
参画、コミュニケーション技術
の向上などの研修を実施し、
意識改革、技術の向上を
図った。

継続して実施していく。

完了

②超過勤務の抑制 職業生活と家庭生活を両立できるよう事務事
業の見直しを進め、超過勤務の更なる縮減を
図る。 継続 Ａ

職員課

企画課

年度当初に超過勤務縮減の通知や、四半
期ごとに超過勤務の多い課を対象にヒアリン
グ等を実施した。

各課において超過勤務の抑
制に取り組んだ。

継続して実施していく。

完了

③性別によらない職種
や職域の拡大

性別にかかわりなく、個人の能力や適性に応
じた配置・登用を行い、男女平等の職場環境
を整備する。

継続 Ａ 職員課

個人の能力や適性に合わせた人員配置を
継続的に実施している。

個人の能力や適性に応じた
配置・登用を行っている。

今後とも個人の能力や適性
に応じた配置・登用を行って
いく。 完了

①労働関係セミナー等
の実施
（Ⅳ-2-(１)-①の再掲）

関係機関に働きかけ、身近な会場で「労働セ
ミナー」を実施する。

新規 Ａ 企画課 再掲

②男女雇用機会均等
法等の周知
（Ⅳ-2-(１)-②の再掲）

男女雇用機会均等法等の周知徹底を目指
し、情報誌ウィーブやパンフレット等を活用し
た普及啓発を行う。 継続 Ａ

産業活性化推進室

企画課
再掲

③女性リーダー養成講
座等の実施
（Ⅱ-3-(3)-②の再掲）

あらゆる分野での政策・方針決定過程に男女
が共同して参画できるよう、人材育成のための
講座等を実施する。

継続 Ａ 企画課 再掲

④人材育成支援事業
等の実施

中小の製造業や商業の後継者等を対象にセ
ミナー等を開催し、事業所の人材育成のため
の支援を行う。 新規 Ａ 産業活性化推進室

後継者を含めた市内製造業の経営者を対
象に、経営セミナーを開催した。（3回、参加
者：127人）

良い講師による効果的なセミ
ナーを開催した。

後継者育成を含めた人材育
成は市内事業所の重要経営
課題の一つとして引き続き支
援していく。

完了

⑤男女にやさしい事業
所の紹介
（Ⅳ-2-(３)-②の再掲）

職場において男女平等の視点をもった実践
活動を行っている事業所を、情報誌ウィーブ
等を通じて紹介する。

継続 Ａ 企画課 再掲

進ちょく
状　況

（Ⅳ-2-(３)-②の再掲事業）

実績に対して特記すべきこと

（Ⅱ-3-(3)-②の再掲事業）

（Ⅳ-2-(１)-①の再掲事業）

（Ⅳ-2-(１)-②の再掲事業）

H23年度実績

(1)審議会等にお
ける女性の参画
の拡大

(2)市における女
性職員の参画推
進

施策の
方向性

施　策

（Ⅱ-3-(3)-②の再掲事業）

事　業　名 事　業　の　内　容
実施
状況

担当課

２ 事 業
所におけ
る女性の
参画の促
進

(1)男女雇用機会
均等法の普及と
ポジティブ・ アク
ションの促進

１ 行 政
に お け る
女性の参
画の拡大
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅴ　方針・政策決定過程への女性の参画促進

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

実績に対して特記すべきこと
H23年度実績

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
実施
状況

担当課

(1)地域活動の人
材育成

③女性リーダー養成講
座等の実施
（Ⅱ-3-(3)-②の再掲）

あらゆる分野での政策・方針決定過程に男女
が共同して参画できるよう、人材育成のための
講座等を実施する。 継続 Ａ 企画課 再掲

①ボランティアの育成
支援

様々な分野で特技・技術・知識・経験を生かし
たボランティアの育成を行う社会福祉協議会
の活動を支援する。

継続 Ａ 地域振興課

市民活動・ボランティアセンターはむらの機
能を社会福祉協議会から市に移管し、ボラ
ンティア・市民活動に関心のある市民に対す
る情報提供として、団体等に関する情報を
集め、ガイドブックの発行を行ったほか、情
報紙「きずな」を発行した。

ボランティア・市民活動に関
心のある市民に、それぞれの
団体に関する情報提供を
行った。

地域の絆や共助の精神と
いった地域の力を維持向上
していくため、一人ひとりが意
識的、積極的に地域活動に
参画することができるよう支援
していく。

完了

②社会貢献活動の支
援

まちづくりを推進する市民活動団体に対し、補
助金による支援を行う。

継続 A 地域振興課

市民活動団体に対する補助は実施しなかっ
た。

市民活動団体が自ら企画、
実施する協働事業の提案募
集や、市民活動団体やＮＰＯ
法人、企業等との連携による
社会貢献活動や公益活動を
促進するため、関係団体によ
る協議会の設置・運営を行っ
ていく。

完了

③消費者活動への参
加促進

男女がともに消費者活動を支えていくよう、消
費生活講座などを通じ、特に男性の積極的な
参加を働きかける。 継続 Ａ

生活環境課
（消費生活センター）

一日生活教室を実施し、男性参加の働きか
けを行った。
（「これが親父の料理だ！」～お寿司に挑戦
～）
参加人数　14人

参加者には好評であったが、
もう少し多くの参加者を求め
ていく。

広報等によるPRの充実を図
り、さらに多くの参加者を募っ
ていく。 完了

④環境活動の参加促
進

一人ひとりが自らのライフスタイルを環境への
負荷がより小さいものへと変えていけるよう、男
女の環境活動への積極的な参加を促進す
る。

継続 Ａ

生活環境課
（消費生活センター）

環境保全課

①消費者の日講演会において「食べ物さん
ありがとう！～地球のパワーとつながる食べ
方とは？～」をテーマにして環境問題につ
いて考えた。
参加人数　100人
②市民ボランティアにより、都有地である稲
荷緑地の下草刈りや植栽を通し、樹林地の
適正な管理を行った。
（活動日数：17日、参加延人数：139人）

①多くの参加者が集まり、市
民の環境問題への関心の深
さが伺えた。。
②樹林地の適正な管理を市
民ボランティアで行った。ま
た、市民自ら緑に関する知見
を広めるため、シンポジウム
への参加や講師を招いて研
修会を行った。

①今後も環境問題をテーマ
にして講演会や実習を企画
することで、より環境問題へ
の関心を高めていく必要があ
ると考えられる。
②活動場所の確保や、会員
の拡充を図っていく。

完了

⑤地域の文化・産業、
観光等における女性の
参画の促進のための
意識啓発

生涯学習の機会や情報誌等を通じて、地域
づくりや産業、観光等の分野における女性
リーダーの育成や意識啓発を行う。

新規 A

企画課

生涯学習センターゆとろぎ

産業活性化推進室

①女性リーダー養成講座は実施しなかっ
た。
②羽村を知る事から地域づくりや観光等の
分野におけるリーダーの育成や意識啓発が
行えるよう、地元羽村を知る講座を実施し
た。
③観光イベント（夏まつり、産業祭）で商工会
女性部に積極的に参画していただいた。

①ニーズに合わせて、時期を
みながら実施していくことが
必要である。
②継続して地元羽村にまつ
わる講座を実施し、地域の文
化・産業、観光等における女
性の参画の促進のための意
識啓発を行う。
③地域づくりや産業における
女性リーダーとしての意識啓
発を図った。

①男女共同参画社会の実現
に向け、テーマを設け、リー
ダーの養成に努めていく。
②地域づくりや産業、観光等
の分野における女性リーダー
の育成や意識啓発を行う。
③生涯学習の機会や情報誌
等を通じ、引き続き意識啓発
を行っていく。

完了

①地域防災計画の見
直し

地域防災計画を見直し、男女共同参画の視
点を取り入れた新たな地域防災計画を策定す
る。

新規 A 生活安全課

平成23年度は地域防災計画
の見直し時期ではないことか
ら実施していない。

平成24年度に地域防災計画
の見直しを実施する。

平成23年
度予定事

業なし
Ａ

（H23年度ま
でに7人から

10人へ）

完了

（Ⅱ-3-(3)-②の再掲事業）

応急救護訓練等の際、女性
の視点からの意見も増え、男
女関係なく防災意識を高める
ことにつながった。

更なる団員の確保に向け、広
報等を活用し、積極的な勧
誘に努める。

男性で構成されている職域への女性の参加を
促進し、より対等な立場で活動を実践する。

継続

改選時には、目標の10人に達したが、転出
や家庭の事情により、現在は7人となってい
る。

３ 地 域
活動にお
ける男女
共同参画
の促進

生活安全課

(3)男女共同参画
の視点を取り入れ
た防災体制の確
立

(2)市民活動等に
おける男女共同
参画の促進

②女性消防団員の増
員
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅵ　推進体制の整備と強化

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

①推進本部による総合
的な推進

進ちょく状況を事業担当課が点検・評価し、推
進本部でさらに見直しを図り、総合的な調整
を図る。 継続 Ａ 企画課

事業担当課が進捗状況を点検・評価し、取
りまとめを行い、推進本部委員への周知を
行った。

プランの進ちょく状況につい
て、組織横断的に点検・評価
を行った。

今後も継続して推進本部会
議を開催し、課題について検
討していく。 完了

②進ちょく状況報告書
の作成・公表

計画の推進状況を明らかにするため、年度ご
との進ちょく状況を報告書にまとめ公表する。

継続 Ａ
全庁

企画課

平成23年8月に「はむら男女共同参画推進
プラン進ちょく状況調査報告書」を作成し
た。

施策ごとに「評価」「課題と改
善点」を具体的に記入し、進
ちょく状況の把握に努めた。

今後も継続して、年次報告を
行っていく。

完了

①男女共同参画研修
の実施

ジェンダーの視点を正しく理解し男女平等観
に立った行政運営を推進することができるよ
う、男女共同参画研修を実施する。

継続 Ａ

職員課

企画課

①市町村職員研修所で実施している研修に
派遣し、職場での意識醸成に努めた。
②平成23年度は、ワーク・ライフバランスの
意義等について、職員の理解を深めるた
め、在職15～20年の課長補佐・係長職の職
員を対象に実施した。
（平成24年3月13日開催）
（参加人数　24人）

①男女共同参画に関する意
識の醸成を図った。
②定期的に研修を行い、男
女共同参画に関する意識の
醸成を図ることが必要であ
る。

行政が見本となって男女共
同参画に取り組んでいくこと
が大切であり、開催時期を考
慮しつつ、継続して実施して
いく。 完了

②性別によらない職種
や職域の拡大
（Ⅴ-1-(2)-③の再掲）

性別にかかわりなく、個人の能力や適性に応
じた配置・登用を行い、男女平等の職場環境
を整備する。

継続 Ａ 職員課 再掲

③羽村市役所特定事
業主行動計画の周知
徹底

特に男性職員の育児休業等の積極的な取得
を勧めるなど、行動計画の内容を周知徹底す
る。

継続 Ａ 職員課

妊娠・出産・育児に関する制度についてまと
めた文書を掲示することにより、職員への周
知に努めた。

制度の周知や意識啓発が図
られた。

行動計画の内容について引
続き周知を図っていく。 完了

④セクシュアル・ハラス
メントのない職場環境
づくり

研修やセクシュアル･ハラスメント防止委員会
の活用などにより、セクシュアル･ハラスメントの
ない男女平等観の職場環境づくりに努める。 継続 Ａ 職員課

市町村職員研修所で実施している研修（新
任課長研修等）に派遣し、職場での意識醸
成に努めた。

職員の意識啓発が図られ
た。

今後とも、セクシュアル・ハラ
スメントのない男女平等観に
立った職場環境づくりに努め
る必要がある。

完了

⑤男女共同参画推進
員連絡会による取り組
み

職員の男女共同参画意識の高揚を図り、関係
施策の推進体制を充実させるため、男女共同
参画推進員連絡会を定期的に開催する。

継続 Ａ 企画課

2回開催し、「職員向け男女共同参画研修」
の企画・運営を行った。
テーマ：仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）について
（平成24年3月13日開催）
（参加人数：24人）

先進事例や自身の体験を踏
まえた講義内容であり、参加
者のアンケート結果を見て
も、有意義な研修となった。

行政が見本となって男女共
同参画に取り組んでいくた
め、職員一人ひとりの意識の
高揚を図ることが重要であ
る。

完了

⑥職員意識調査の実
施

特定事業主行動計画の見直し等に伴う職員
意識調査を実施する際に、男女共同参画に
関する項目を盛り込む。

継続
B

（H21）
職員課

平成23年度実施予定なし。 平成23年
度予定事

業なし
⑦職場における通称名
（旧姓）の使用

社会的不利益・不都合を軽減し、社会活動の
継続性を保証するとともに、男女が対等に職
務に専念できるよう、通称名（旧姓）の使用を
認める。

継続 Ａ 職員課

実績なし（平成22年度：承認0人）
（実績　平成13年度以降：13人）

平成13年度に旧姓使用の基
準を設け、男女が働きやすい
環境を整えた。

今後とも旧姓使用の申請が
あれば承認していく。

完了

（Ⅴ-1-(2)-③の再掲事業）

実績に対して特記すべきこと 進ちょく
状　況

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
実施
状況

担当課 H23年度実績

１ 市 に
お け る推
進体制の
強化

(1)計画の総合的
な推進

(2) 市による積極
的な取り組み
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はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状況一覧　　【平成23年度（2011年度）実績】

基本課題Ⅵ　推進体制の整備と強化

実施時期

と目標 評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと 進ちょく
状　況

施策の
方向性

施　策 事　業　名 事　業　の　内　容
実施
状況

担当課 H23年度実績

①推進会議による点
検・評価

推進本部で点検・評価・見直しした施策・事業
について、推進会議で点検・評価を行い、施
策の充実と推進を図る。 継続 Ａ 企画課

「はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状
況調査」について、平成23年9月12日の会
議に報告した。

推進会議において、推進プラ
ン進ちょく状況の内容につい
て、報告し確認していただい
た。

今後も継続して推進会議によ
る評価・見直しを行っていく
必要がある。 完了

②Ｅメール等による意
見募集の実施

あらゆる情報媒体を使って情報を提供するとと
もに、市民からの意見や提案などの情報を収
集し、施策・事業に反映させる。

継続 Ａ 企画課

「はむら男女共同参画推進プラン進ちょく状
況調査（平成22年度実績）」について、市
ホームページを通じて広く公表した。

公表したが、特に意見等はな
かった。

引き続き情報提供及び情報
収集に努めていく。 完了

③男女共同参画に関
する市民意識・実態調
査

市民の男女共同参画に関する意識・実態を調
査し的確な施策を実施するうえでの基礎資料
とするとともに、その結果を市民に公表し、市
民の男女共同参画意識の高揚を図る。

継続 B 企画課

平成22年度に市政世論調査を実施し、「各
分野における男女平等観」などについて調
査した。「平等になっている」は“学校教育の
場で”が60.4％と多く、“法律や制度の上
で”、“地域活動”が42.1％となった。平等感
が最も低いのは“社会通念や慣習で”で
17.7％であった。

市政世論調査結果では、全
体的に男女平等になってい
ないという意見が多かった。
男性が優遇されているという
意見も多いため、性別により
差別的取り扱いをされないよ
うにしなければならない。

男女共同参画社会の実現に
は、市民一人ひとりの意識が
変わることも重要であるため、
男女平等について市民が考
えられるように、情報発信し、
機会を提供することが必要で
ある。
また、職員一人ひとりが男女
共同参画について学び、ま
ずは市が男女平等の視点を
より多く取り入れ、市民へ伝
えていくことが重要である。

完了

④意見公募手続の実
施

男女共同参画に関する計画の策定や条例の
制定改廃を行う際に、広く市民や事業者等か
らの意見を公募する。

継続 Ａ 企画課

羽村市男女共同参画基本計画を策定する
にあたり、意見公募手続きを実施したが、意
見等はなかった。

今後も必要に応じて実施して
いく。

今後も必要に応じて実施して
いく。 完了

①女と男、ともに織りな
すフォーラムの実施
（Ⅱ-3-(2)-①の再掲）

市民による実行委員会との協働により、男女
平等の視点に立ったテーマを設定し、会場参
加型のフォーラムを実施する。 継続 Ａ 企画課 再掲

②情報誌ウィーブの発
行
（Ⅱ-3-(2)-②の再掲）

市民による編集委員会との協働により、様々
な角度から男女共同参画に関わる特集を設
定し、全世帯に向けて情報を発信することで
男女共同参画に関する意識を高める。

継続 Ａ 企画課 再掲

③男女共同参画のまち
づくり推進事業の実施

市民・団体・事業者との連携を図り、キャン
ペーンを行うなど視覚的に訴えた啓発事業を
国の男女共同参画週間にあわせて実施す
る。

継続 Ａ 企画課

国の「男女共同参画週間」にあわせて、広報
はむら、市ホームページ、町内会回覧、各
公共施設へのポスター掲示、市庁舎への懸
垂幕の設置などに取り組んだ。
また、11月の女性に対する暴力をなくす運
動に合わせ、広報はむら11月1日号に啓発
記事を掲載したほか、11月5日・6日の羽村
市産業祭会場でティッシュ配りを行い、男女
共同参画啓発事業を実施した。

男女共同参画社会の実現に
向けて、広く市民に周知を
行った。

さまざまな手法を用いて、ま
ちづくり推進事業を実施して
いく。

完了

Ａ

(H19)

①他の市町村との情報
交換と交流

男女共同参画宣言都市等との交流を行い、
情報交換を行うことで、施策の充実と推進を図
る。 継続 Ａ 企画課

平成23年度の男女共同参画宣言都市サミッ
トへは、参加しなかったが、他の自治体が発
行する情報誌やホームページなどを閲覧
し、情報収集に努めた。

他の自治体と情報交換をして
いくことが必要である。

より多くの情報収集を行う必
要がある。

完了

②官公署等連絡協議
会の活用

官公署等連絡協議会を活用し、男女共同参
画関係施策に関する取り組みを紹介する。 継続 Ａ 企画課

平成23年度は男女共同参画関係施策に関
する取組みの紹介は行わなかった。

市の取組みを情報提供して
いくことが必要である。

必要に応じて市の取組みに
ついて、情報提供を図ってい
く。

完了

③国・東京都との連携 国及び東京都との市が実施する事業における
連携と情報交換に努める。 継続 Ａ

企画課

全庁

東京都市町村男女共同参画施策担当課長
会及び市町村男女平等参画施策担当職員
連絡会に出席し、意見交換を行った。

他市町村の担当者と情報の
共有化を図ることができた。

他自治体の状況把握のた
め、引き続き意見交換に努め
る。 完了

完了

２ 市 民
参 画 ・ 協
働 に よ る
推進

(1) 市民参画によ
る推進

（Ⅱ-3-(2)-①の再掲事業）

（Ⅱ-3-(2)-②の再掲事業）

(2) 市民との協働
よる取り組み

３ 関 係
機 関 と の
連携

(1) 国・東京都及
び市町村等との
連携

新規 企画課 平成19年度に実施のため、計画完了

④「 男女共同参 画都
市」宣言10周年記念事
業の実施

市民による実行委員会との協働により、より多
くの市民の参加を促し、男女共同参画に関す
る市民の理解を深めるため、「男女共同参画
都市」宣言10周年記念事業を実施する。
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    多摩川の清流と花と緑に恵まれ、人々の温かい心が通いあうまち“はむら”。

    このまちに生きるわたしたちは、性別にとらわれず、人権を尊重し、魅力あるまちを築くため、ここに「男女共同参画都市」を宣言します。

　　１　一人ひとりが自立し、認め合い、自分らしくいきいきと暮らせる“はむら”をめざします。

　　１　男女が共に仕事・家事・育児・介護などをわかちあう“はむら”をめざします。

　　１　一人ひとりが能力と個性を発揮し、社会のあらゆる分野に自らの意思と責任で参画できる“はむら”をめざします。

　　１　男女が共に地球市民として、地域から世界へ友情と平和の輪を広げる“はむら”をめざします。

　　　　　１９９７年１１月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽　　村　　市




